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総合療育相談ｾﾝﾀｰ精神保健福祉ｾﾝﾀｰ

権利擁護相談ｾﾝﾀｰ総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

発達障害支援ｾﾝﾀｰ

障害者就労相談ｾﾝﾀｰ

専門性広域性

湘南西部圏域

地域生活ナビゲーションセンター

重心・医療的ケア支援ＮＷ
（相談の場・事業所間連携）

市・町
（部会は参考例）

地域協議会

湘南西部圏域

自立支援協議会

保健福祉事務所児童相談所

コンサルテーション
神奈川県

自立支援協議会

情報提供・課題整理・
課題検討・提言等

相談支援ＮＷ
（困難事例検討）
（人材育成）

相談支援

連携（情報交換・課題
抽出・課題整理・社会
資源創出・提言等）

連携（情報交換・課題
抽出・課題整理・社会
資源創出・提言等）

権利擁護
災害対策

児童支援

就労支援

地域課題等に関する協議
情報交換等の実施

情報提供・課題整理・
課題検討・提言等

 

平成 18 年 10 月より、神奈川県では障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成

等事業により、「重層的な相談支援体制の構築」、「広域的かつ専門的な支援を行うこと

により障害者の福祉の増進を図る」ことを目指し、県内の 5 圏域（横須賀三浦・県央・

湘南東部・湘南西部・県西）に地域生活ナビゲーションセンターを設置しています。 

本報告書は、丹沢自律生活センター総合相談室が本事業を受託し、湘南西部障害保

健福祉圏域地域生活ナビゲーションセンターとして活動を開始した平成 21 年度から

毎年発行しています。本書を通じて圏域内の各地域と連携して取り組んだ成果と課題

を確認いただき、地域における次の取り組みへ繋げるための資料として活用いただけ

れば幸いです。 

なお、本報告書では、障害者総合支援法第 89 条の 3 第 1 項に規定される「協議会」

について、「自立支援協議会」と表記しています。  

 

 

I . 障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の全体像 

 

湘南西部障害保健福祉圏域においては、「障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク

形成等事業実施要綱」、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置要綱」、「令

和元年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業計画」に基づ

き、湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会と 2 つのネットワークを運営してい

ます。 
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II . 湘南西部圏域自立支援協議会、各種ネットワークの活動 

 

（令和元年度相談支援ネットワーク形成等事業 事業計画より一部抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 令和元年度湘南西部圏域事業の活動  
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III . 湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会開催報告 

 

1.  湘南西部圏域自立支援協議会の概要 

 湘南西部圏域自立支援協議会は、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置

要綱」（資料編ｐ4 5）に基づき、年に 3 回の会議を開催しています。今年度は、昨

年度にオブザーバー参加された障害当事者を含め、異動等により新たに 8 名が委員

に就任されました。神奈川県障害者自立支援協議会（以下、「県協議会」という）で

は、令和 2 年度末を期限とする地域生活支援拠点等の整備促進を今年度の重点項目

として挙げたことから、当圏域自立支援協議会も連動して県協議会の調査に協力し、

その結果を活用しながら年度を通して議題として取り組みました。また、第 1 回で

委員から地域の公的機関職員の不適切な発言の報告があったことを受け、第 2 回で

は地域共生社会（ともに生きる社会）の実現に向けた地域の取り組み事例を共有し

ています。第 3 回は、例年通り各地域協議会活動の成果と課題、地域生活支援拠点

の進捗状況と課題等について協議する予定でしたが、新型コロナウィルスの蔓延防

止に向けた神奈川県の方針に基づき、中止となりました。当協議会設置以来、初め

ての出来事となりました。  

 

表 1  令和元年度 湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会  参加機関名簿 

委
員
（
3 1
名
） 

事業者 
社会福祉法人 素心会、ほっとステーション平塚、 

秦野市障害者地域生活支援推進機構、かながわ共同会  秦野精華園  

就 労 平塚公共職業安定所、障がい者就業・生活支援センターサンシティ  

教 育 
神奈川県立平塚盲学校、神奈川県立平塚ろう学校、神奈川県立平塚養護学校、 

神奈川県立湘南養護学校、神奈川県立伊勢原養護学校、神奈川県立秦野養護学校  

当事者 
神奈川県障害者自立生活支援センター、秦野市手をつなぐ育成会、 

ほっとステーション平塚ピアサポーター  

社会福祉 
協議会 

平塚市社会福祉協議会、秦野市社会福祉協議会、伊勢原市社会福祉協議会  

市 町 
平塚市障がい福祉課、秦野市障害福祉課、伊勢原市障がい福祉課（伊勢原市基幹相

談支援センター）、大磯町町民福祉部福祉課、二宮町健康福祉部福祉保険課  

専門相
談機関 

平塚児童相談所、平塚保健福祉事務所、平塚保健福祉事務所秦野センター  

市町 
協議会 

平塚市障がい者自立支援協議会、秦野市障害者支援委員会、 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会、二宮町・大磯町障害者自立支援協議会  

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

（
９
名
） 

愛名やまゆり園（圏域事業調整会議事務局）、神奈川県発達障害支援センター、神奈川県立総合療育相

談センター、神奈川県精神保健福祉センター、神奈川県社会福祉協議会権利擁護推進部、神奈川県総合リ

ハビリテーションセンター 地域リハビリテーション支援センター、ソーレ平塚（あんしんネット受託事

業所）、湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会事務局、神奈川県  
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2.  湘南西部圏域自立支援協議会の開催状況  

（1） 第 1 回湘南西部圏域自立支援協議会  

 

【主な議題と内容】  

① 令和元年度事業計画(案)が承認される。  

 

② 地域協議会の今年度の活動予定について  

昨年度第 3 回圏域協議会で報告した地域課

題を踏まえ、「令和元年度の取り組み予定」

（ｐ5、6）に基づき報告する。 

 

③ 「市町村地域生活支援拠点等の取り組み状況及び広域的課題等の事前調査

結果一覧（湘南西部圏域）」（ｐ7、8）に基づき報告する。神奈川県からは、

設置済みの県内 8 自治体のうち、国の事例集にとりあげられている地域の現

在の検討状況などを説明する。 

 ̧ 昨年 1 月に設置した短期入所･緊急時対応に関するネットワーク構築に向

けた会議を 4 回開催した。対象者の実態把握、短期入所施設への事前登録

の勧奨、施設間の情報共有等について検討し、緊急時対応のフローチャー

ト(案)を作成した。利用者への周知とコーディネーターの役割の明確化が

課題である。（秦野市障害福祉課／秦野市障害者地域生活支援推進機構）  

 ̧ 「居室確保支援事業」の整備を進めているが、コーディネートのための相

談機能が必要であり、基幹相談支援センターの委託化により拠点整備とし

たい。（伊勢原市障がい福祉課） 

 ̧ 町内の資源は少ないが、行政が中心となって相談支援事業所や地域包括支

援センター等と連携し、当町のメリットである顔の見える関係の中で個別

の課題に対応していきたい。（大磯町福祉課） 

 ̧ 意見交換 

ü 「親亡き後」の心配に関する具体的な内容を整理し、具体の解決方法

を見出していきたい。（秦野市手をつなぐ育成会）  

ü 精神障害者の家族会でも「親亡き後」の話題が多いと聞いており、自

分自身も不安があったが、親亡き後に苦労するのであれば自分が選ん

だ道を進んで苦労する方が良いと親から助言を受け、前向きに考えら

れるようになった。（ほっとステーション平塚 ピアサポーター）  

 

 

日  時 令和元年 7 月 17 日（水）14 ：00 ～16 ：3 0  

場  所 伊勢原シティプラザ  

参加人数 委員 3 0 名、オブザーバー7 名、事務局 3 名 計 4 0 名 
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令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

添
付
資
料
、
参
考
資
料
等

平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
　

　
今
年
度
、
各
分
科
会
で
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
様
々
な
課
題
で
あ
る
、
精
神
分
科
会
で
の
精
神
障
が
い
に
も
対

応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
分
科
会
で
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
な
ど
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
次
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
点
と
、
平
塚
市
自
立
支
援
協
議
会
と
し
て
は
、

障
が
い
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
福
祉
の
現
場
で
の
人
材
不
足
を
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
各
分
科
会
で
も
実
施
し
て
い
る
普
及
啓
発
等
の
事
業
の
見
直
し
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
り
合
わ
せ
の
他
、
各
分

科
会
の
位
置
付
け
な
ど
も
含
め
、
課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

・
企
画
運
営
部
会
で
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
検
討
に
向
け
て
、
相
談
支
援
体
制
等
の
問
題
点
や
課
題
等

に
つ
い
て
整
理
や
検
討
を
行
い
、
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

・
計
画
相
談
支
援
分
科
会
で
は
、
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業
と
し
て
の
相
談
支
援
専
門
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施

と
、
計
画
相
談
実
施
状
況
の
把
握
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

・
身
障
分
科
会
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
を
講
師
に
６
月
に
民
生
委
員
児
童
委
員
向
け
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
各
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
講
演
会
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

・
知
的
分
科
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
モ
ニ
タ
ー
視
察
事
業
を
実
施
予
定
で
す
。
事
業
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
、
生

活
介
護
や
就
労
支
援
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
所
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

・
精
神
分
科
会
で
は
、
高
齢
者
支
援
機
関
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
日
中
通
所
先
の
３
連
絡
会
ご
と
に
精
神
科
病
院
の

見
学
や
地
域
生
活
支
援
で
の
生
活
課
題
、
個
別
支
援
計
画
等
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

・
就
労
支
援
部
会
で
は
、
研
修
会
と
し
て
、
神
奈
川
県
雇
用
対
策
課
と
の
共
催
で
の
企
業
見
学
や
説
明
会
、
ま
た
支
援

者
向
け
の
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

・
こ
ど
も
部
会
で
は
、
各
分
科
会
の
活
動
と
し
て
、
未
就
学
児
分
科
会
で
は
、
各
事
業
所
と
の
情
報
交
換
を
継
続
し
、

ま
た
学
齢
児
分
科
会
で
は
、
分
科
会
の
運
営
や
課
題
の
抽
出
等
に
よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
分
科
会
で
は
、
国
や
県
の
動
向
を
共
有
し
つ
つ
保
護
者
と
共
に
現
状
の
課
題
の
検
討
等
を
進
め
、
移
送
サ
ー

ビ
ス
分
科
会
で
は
、
利
用
の
希
望
に
際
し
て
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
ケ
ー
ス
検
討
が
行
え
る
よ
う
、
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

令
和
元
年
度
に
向
け
た
課
題
（
平
成
3
0
年
度
第
3
回
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

　
精
神
障
害
者
の
長
期
入
院
者
の
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
、
本
人
に
対
す
る
支
援
と
し
て
退
院
に
向
け
た

　
４
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
移
行
を
進
め
る
に
も
地
域
生
活
を
支
え
る
に
も
多
く
の
支
援
者
が
必
要
で

　
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
入
退
院
を
繰
返
す
長
期
入
院
患
者
等
の
フ
ォ
ロ
ー
体

そ
の
他
の
課
題

　
平
成
３
１
年
度
４
月
に
は
障
害
者
支
援
委
員
会
委
員
の
改
選
時
期
で
あ
り
、
委
員
へ
の
意
向
確
認
等
を

　
行
う
と
と
も
に
、
上
記
等
の
協
議
の
場
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
は
、
障
害
者
支
援
委
員
会
や

　
懇
話
会
組
織
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
ん
で
い
る
。

1
　
第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

　
 
 
 
令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
ま
で
の
第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
、
諮
問
機
関
と
し
て
検
討

 
 
 
い
た
だ
く
た
め
、
本
支
援
委
員
会
は
4
回
開
催
し
、
令
和
２
年
１
月
の
答
申
予
定
で
事
務
を
進
め
て
い
ま

 
 
 
す
。

２
　
障
害
者
支
援
懇
話
会
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

　
　
秦
野
市
で
は
、
障
害
者
、
障
害
児
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
意
見
又
は
助
言
を
求
め
る
た
め
の
組

 
 
 
織
と
し
て
、
障
害
者
支
援
懇
話
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

 
 
 
テ
ム
の
構
築
」
に
向
け
て
取
り
組
み
や
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て

 
 
 
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
支
援
委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
、
令
和
２
年
度
に
向
け
て
組
織
を
見
直
し
ま

 
 
 
す
。

３
　
障
害
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
運
営
・
支
援

　
　
平
成
２
９
年
１
０
月
開
所
し
た
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
で
は
、
相
談
支
援
、
就
労
支
援
及
び
地
域

 
 
 
 
 
 
交
流
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
支
援
委
員
会
各
委
員
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ

　
 
 
り
一
層
の
事
業
の
充
実
を
図
る
方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秦
野
市
障
害
者
支
援
委
員
会

添
付
資
料
、
参
考
資
料
等

　
　
秦
野
市
障
害
児
福
祉
計
画
で
は
、
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

　
圏
域
の
市
町
村
等
と
連
携
し
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
3
1
年
度
に
向
け
た
課
題（
平
成
3
0
年
度
第
3
回
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

　
　
ま
た
、
他
市
在
住
の
精
神
障
害
者
の
入
院
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
圏
域
の
支
援
機
関
と
も
広
域
連

　
携
を
し
、
退
院
後
は
住
み
慣
れ
た
地
域
に
移
行
し
て
い
く
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
精
神
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る
様
、
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定

　
で
あ
る
。

（
２
）
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て
の
検
討

（
1
）
精
神
障
害
者
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
協
議
体
の
設
置
に
つ
い
て

　
移
行
支
援
等
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
秦
野
市
に
は
入
院
設
備
を
持
つ
病
院
が
、

　
制
と
し
て
も
、
直
接
病
院
と
連
携
し
対
応
で
き
る
市
内
で
の
支
援
機
関
等
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
見
込



6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

添
付
資
料
、
参
考
資
料
等

伊
勢
原
市
障
が
い
者
と
く
ら
し
を
考
え
る
協
議
会
　

　
平
成
3
1
年
度
は
、
伊
勢
原
市
医
療
的
ケ
ア
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
生
活
拠
点
事
業
に
つ
い
て
、
相
談
支
援
部
会
の
意

見
を
確
認
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
。

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
予
定

Ӳ
̝

₴
ᶥ

　
　

計
画

の
点

検
評

価
、

相
談

支
援

事
業

に
関

す
る

点
検

評
価

、
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
に

関
す

る
協

議
、

　
　

福
祉

事
業

所
職

員
の

人
材

確
保

に
つ

い
て

の
協

議
　

他

̔
ᵣ
̝

₴
ᶥ

　
　

各
部

会
間

の
情

報
共

有
及

び
連

携
し

た
取

組
に

関
す

る
協

議
、

協
議

会
で

の
提

案
事

項
の

整
理

等

̝
₴

ᶥ
　

　
G
S
V
研

修
4
回

、
事

業
所

見
学

ツ
ア

ー
2
回

、
勉

強
会

＋
情

報
交

換
会

3
回

、
懇

親
会

2
回

、
1
年

の
振

り
返

り
1
回

　 　
　

˗
₴
ᶥ

　
　

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

に
つ

い
て

（
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

委
託

化
）

の
検

討

ѫ
̝

₴
ᶥ

　
　

障
が

い
者

週
間

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
当

事
者

部
会

合
同

）
、

（
福

）
緑

友
会

と
の

権
利

擁
護

研
修

会
の

実
施

、
　

　
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
職

員
向

け
研

修
、

1
年

の
振

り
返

り

̝
₴
ᶥ

　
　

事
業

所
紹

介
シ

ー
ト

の
作

成
、

防
災

危
機

管
理

の
取

組
に

つ
い

て
の

勉
強

会
（

災
害

時
支

援
部

会
合

同
）

、
G
S
V
研

修
、

　
　

事
業

所
見

学
ツ

ア
ー

（
相

談
支

援
部

会
合

同
）

、
1
年

の
振

り
返

り

ὡ
̝

₴
ᶥ

　
　

「
ビ

ッ
ク

レ
ス

キ
ュ

ー
か

な
が

わ
」

要
援

護
者

対
応

訓
練

講
師

（
当

事
者

部
会

合
同

）
、

　
　

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

見
学

（
当

事
者

部
会

合
同

）
、

　
　

防
災

危
機

管
理

の
取

組
に

つ
い

て
の

勉
強

会
（

こ
ど

も
支

援
部

会
合

同
）

、
1
年

の
振

り
返

り

ᾦ
ҥ

̝
₴
ᶥ

　
　

障
が

い
者

雇
用

促
進

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
、

福
祉

事
業

所
説

明
会

（
利

用
者

向
け

、
就

労
希

望
者

向
け

）
の

実
施

、
　

　
企

業
訪

問
、

情
報

交
換

会
、

1
年

の
振

り
返

り

̝
₴

ᶥ
　

　
ピ

ア
の

つ
ど

い
6
回

、
家

族
サ

ロ
ン

3
回

、
精

神
障

が
い

者
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
へ

の
取

組
、

　
　

1
年

の
振

り
返

り

►
˗

̝
₴
ᶥ

　
　

「
ビ

ッ
ク

レ
ス

キ
ュ

ー
か

な
が

わ
」

要
援

護
者

対
応

訓
練

講
師

（
災

害
時

支
援

部
会

合
同

）
、

体
験

発
表

会
、

　
　

障
が

い
者

週
間

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
権

利
擁

護
部

会
合

同
）

、
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
見

学
（

災
害

時
支

援
部

会
合

同
）

、
　

　
1
年

の
振

り
返

り
　平
成
3
1
年
度
に
向
け
た
課
題（
平
成
3
0
年
度
第
3
回
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
資
料
よ
り
抜
粋
）
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ü 5 つの機能のうち、相談支援は各市町で事業を実施しており、緊急時

の受け入れや体験の場については入所施設やグループホームのそれぞ

れの事業で展開しているため、見方によっては既に面的整備ができて

いるとも言える。改めて拠点の必要性を明確化し、積極的な取り組み

を誘発する動機づけが必要だ。（会長） 

 

④ その他 共有事項 

 ̧ 「障害児は特別支援学校に“収容”しておいてくれないと困る」と公的機

関職員の発言があった。地域共生社会の実現には教育が重要であるため、

本協議会のような場に、特別支援学校だけでなく普通学校が参加できると

良いと考える。（平塚養護学校）  

⇒  圏域協議会のみでなく、各市町協議会のメンバー構成においても参考に

なる意見である。（会長） 

⇒  教育は非常に重要だと感じる。自分は高校、大学と福祉を勉強して様々

な方と接し、ボランティア活動の機会が多くあった。インターネットの

人生相談のサイトを見ると、“障害者が嫌いです”という相談が多いた

め、福祉職員や支援関係者の方々も機会があれば当該サイトにコメント

を書いていただきたい。（ほっとステーション平塚  ピアサポーター） 

 

（2） 第 2 回 湘南西部圏域自立支援協議会  

 

【主な議題と内容】  

① 神奈川県の事業について（神奈川県より）  

 ̧ 相談支援専門員初任者研修のカリキュラム変更等について説明する。  

 ̧ 障害保健福祉圏域相談支援等ネットワーク形成事業要綱・実施要領改正 

今年度から新規事業である相談支援体制充実強化事業を委託することとな

り、「等」の位置が変更された。新規事業は、困難事例を抱えた相談支援専

門員と、基幹相談支援センターや委託相談支援事業所にも参加いただき、

スーパーバイズやバックアップのあり方を学ぶことで、基幹相談支援セン

ターの設置促進にもつなげたいと考えている。  

 ̧ あんしんネット事業の今後について  

本事業は、地域生活支援拠点等の機能のうち、“専門的人材の確保･養成”、

“地域の体制づくり”に資する位置づけである。地域生活支援拠点等の設

置に伴い、形を変えながら必要な機能を残していけるように検討している。 

 

日  時 令和元年 10 月 2 3 日（水）14 ：00 ～16 ：3 0  

場  所 秦野市保健福祉センター  

参加人数 委員 2 9 名、オブザーバー7 名、事務局 4 名 計 40 名 
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② 湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンターの活動について  

 ̧ 各市町で相談支援体制充実強化事業の周知と事例の募集をしている。 

 ̧ ｢医療的ケア児等コーディネーター｣の配置を予定している市町が多く、希

望に沿って資格取得要件の研修にエントリーできるよう調整している。 

 

③ 地域生活支援拠点の整備向けて 

地域生活支援拠点整備の目的と共通する課題

について、第 1 回本協議会での協議を踏まえ、

｢地域生活支援拠点｣（ｐ11 ）、｢緊急時の受入

れを短期入所施設で行う場合の課題｣（ｐ1 2）

を共有する。  

 ̧ 意見交換 

ü 整備の判断基準として、数値目標等があるか。（平塚養護学校） 

⇒ ｢第 5 期秦野市障害者福祉計画｣の策定にあたって秦野市障害者支援

委員会で数値目標等を評価している。国の基準は示されていないが、

各市町村の判断で行う際は障害福祉計画が一つの尺度となり、市町

協議会で評価されていると思われる。（秦野市障害者支援委員会）  

 ̧ 市町の状況  

ü 平塚市障がい福祉課 

｢平塚市障がい者福祉計画｣を策定しており、短期入所の予算を増やす

方向で検討している。また、基幹相談支援センターの設置に向け、計

画相談支援連絡会で挙がった課題等を整理するワーキングを設置した。 

ü 秦野市障害福祉課 

緊急時の対応は、｢短期入所･緊急時対応に関するネットワーク構築に

向けた会議｣で“ぱれっと･はだの”や市内の入所施設と検討している。  

ü ぱれっと･はだの 

当事者と一緒に考えて平時に短期入所を利用し、事前に施設のマッチ

ングとアセスメントをしておく必要がある。その上で、サービス等利

用計画等に緊急時の受け入れ先について意思を明示し、有事には当セ

ンターと当該施設が連携して対応する方向で考えている。  

ü 大磯町福祉課 

町内の入所施設は 1 箇所のみだが、以前から緊急時は関係機関で協議

し対応できているため、既存の体制･取り組みを組み合わせて考えたい。 

ü 二宮町福祉保険課 

千葉県の大規模停電を受けて人工呼吸器使用者への対応を確認した。

その後の台風の際には、前日に電源確保が必要な方をリストアップし、

全 4 名に連絡した。町内の医療機関からも事前に心配な方の問い合せ

があり、当町の強みである一人ひとりの顔が見えていることと、小回

りがきく点を生かしていきたい。  
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 厚生労働省「地域生活支援拠点等について～地域生活支援体制の推進～【第 2 版】」 
より抜粋 ・ 一部改変  
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─
╣
╩

≢
℮

─
 

 

 
─

╣
 

─
 

 
 

 
 

 

 
             

 

①
 
利

 
用

 
相

 
談

 

②
 
施
設
見
学
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）

 

③
 
利
用
申
し
込
み
・
健
康
診
断
書
提
出

 

④
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
聞
き
と
り
・
面
接
・

 

 
 
訪
問
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
）

 

【
ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
（
例
）
】

 

・
基
本
情
報

(家
族
構
成
、
生
活
歴
、
傷
病

歴
、
生
活
状
況
、
本
人
･
家
族
の
希
望
、
等

) 

・
心
身
の
状
況
、

A
D

L
 

・
処
置
･
服
薬
状
況
、
内
容
、
方
法
 

・
食
事
内
容
･
方
法
（
嚥
下
、
禁
食
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
間
食
、
等
）

 

・
要
配
慮
事
項
（
発
作
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
対
人
面
、
精
神
面
、
行
動
面
、
金
銭

管
理
、
夜
間
帯
、
等
）

 

⑤
 
利
用
契
約
、
ル
ー
ル
等
説
明
・
合
意

 

⑥
 
体
験
利
用
（
２
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

 

 
マ
ッ
チ
ン
グ
）
・
支
援
計
画
書
作
成

 

合
わ
な
い
場
合
は

他
の
施
設
を
見
学

 

合
わ
な
い
場
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④ 地域共生社会（ともに生きる社会）の実現に向けて 

第 1 回の本協議会で報告された公的機関職員の不適切な発言と、障害者への

理解促進についての課題提起を踏まえ、圏域内の様々な活動事例「地域共生社

会の実現に向けた取り組み事例①～⑥」（ｐ1 4～1 6）を共有し、今後必要な

取り組みやそれぞれの立場でできること等について意見交換する。 

 ̧ 意見交換 

ü ともしびショップで受け入れる実習生たちは、皆褒めると伸びる。で

きないことも多いが、その人が“ダメ”なのではなく教え方が悪いと

考えている。共生社会とは、障害のある人もない人も許し合えるとい

うことであり、障害上できない部分があっても、特性として認めても

らえれば、違う方向に進んでいける。（秦野市手をつなぐ育成会） 

ü 知的障害のある方に自分が言ったことが伝わらずに悩むことがあるが、

自分の価値観を変えていく必要があると感じた。精神障害は見えにく

いため非常に発信しづらく、消極的な当事者が多い。精神疾患のある

当事者のことを心に留めていただけると有難い。（ほっとステーション

平塚 ピアサポーター） 

ü 当事者が発信することはとても勇気がいる。福祉関係者であっても身

近に接していないと分からないため、発信すること、互いに知り合っ

ていくことが非常に大事である。（ほっとステーション平塚）  

ü 津久井やまゆり園事件犯人の“障害の重い人は不要だ”という考えに

同調する意見が少なからずあり、弱者への虐待が後を絶たない。日本

は構造的な転換期にあり、人口と働き手が減っている中で、どのよう

な価値観を作っていくか、自分たちの国や地域がどうあるべきかにつ

いて、私たち自身も当事者として取り組んでいく必要がある。（会長） 

 

⑤ その他 

 ̧ 大磯町、二宮町の高等部生徒の通学について（湘南養護学校） 

現在スクールバス利用生徒の状況が安定しているため、高等部生徒が週 1

～2 回乗車できるように取り組んでいる。通学支援ボランティアは、以前

から平塚市社会福祉協議会の協力を得て通学支援として平塚駅北口で見守

りをしている。本校と伊勢原養護学校も学校施設を開放しており、開かれ

た学校として取り組んでいきたい。  

 

（3） 第 3 回湘南西部圏域自立支援協議会  

新型コロナウィルスの蔓延防止のため、神奈川県の判断により開催中止。 

日  時 令和 2 年 3 月 4 日（水） を予定 

場  所 平塚保健福祉事務所   

参加人数 － 



14  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 15 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₩
₩

  

 



    
 

 17 
 

3 .  市町及び神奈川県障害者自立支援協議会等との連携 

（1） 市町自立支援協議会  

  湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会は、圏域内の 4 つの市町自立支

援協議会とその部会の一部へ、委員やオブザーバーとして出席し、地域の取

り組みから得られた成果と課題を共有しています。当協議会へは、それぞれ

の市町自立支援協議会から地域課題とそれに対する特徴的な取り組みを報告

いただくことで、圏域内の優れた実践の共有につながっています。  

 

（2） 神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議  

  神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議は、県内 5 つの圏域自立支援協議

会、県、及び広域専門機関が参加し、今年度から年 4 回の開催となりました

が、新型コロナウィルスの影響で、4 回目は中止となりました。当協議会か

らは、圏域内市町の地域課題や、市町協議会における特徴的な取り組み、圏

域のネットワーク活動などについて発信しています。会議終了後は、今年度

から始まった相談支援体制充実強化事業の打ち合わせや事例研究会も開催さ

れています。  

 

（3） 神奈川県障害者自立支援協議会 

  神奈川県障害者自立支援協議会は、当事者、圏域自立支援協議会、県域の相

談支援事業者、学識経験者、及び関係行政機関の職員が参加しています。年

２回の開催ですが、新型コロナウィルスの影響で、第 2 回は中止されました。

6 月に開催された第 1 回では、今年度の重点課題として地域生活支援拠点の

設置促進が打ち出され、県内の市町村行政への進捗状況調査が行われました。

湘南西部圏域自立支援協議会では、その動きに連動し、第 1 回・第 2 回協議

会で地域生活支援拠点整備について取り扱っています。年度末に行われた追

加調査は、令和 2 年度に取り扱われる見込みです。  

 

（4） 湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会  

  湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会は、平成 27 年度の

モデル事業からはじまり、平成 29 年 7 月までは当協議会との同日開催、同

一委員構成（事務局等は別）でした。これ以降は事務局が相互に会議に参加

し合って連携を維持しています。今年度は合理的配慮の好事例集作成に取り

組まれています。令和 2 年 1 月に開催された、「湘南西部保健福祉圏域障害

者差別解消フォーラム  2020 」の様子は、『湘南西障福ナビだより第 105 号』

で報告しました。  
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IV . 湘南西部圏域相談支援ネットワーク活動報告 

 

1.  湘南西部圏域相談支援ネットワークの概要 

市町行政、中核的な相談支援事業所（基幹相談支援センター、委託相談支援事業所

等）、平塚保健福祉事務所、発達障害者地域支援マネージャーによりネットワークを

構成しています。今年度は、2 つの地域で基幹相談支援センター設置・委託の検討が

なされている状況もあり、相談支援体制整備、相談支援専門員のサポート、個別支援

の在り方に関する話題が多数挙がり、意見交換に多くの時間を割きました。  

 

平塚市 
平塚市障がい福祉課  ソーレ平塚生活支援センター  

サンシティひらつか  ほっとステーション平塚 

秦野市 秦野市障害福祉課  
秦野市地域生活支援ｾﾝﾀｰ“ぱれっと･はだの” 
障害福祉なんでも相談室 

伊勢原市 伊勢原市障がい福祉課  つくし相談室  

大磯町 大磯町障がい福祉係 

地域支援センターそしん 

二宮町 二宮町福祉･障がい者支援班 

湘南西部
圏 域 

神奈川県発達障害支援センター かながわ A   

平塚保健福祉事務所保健福祉課  

表 2  令和元年度圏域相談支援ネットワーク参加機関名簿  

 

 

2.  湘南西部圏域相談支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回相談支援ネットワーク会議   

 

 【主な議題と内容】  

① 「湘南西部圏域における計画相談支援実施状況（H31.3 ）」（ｐ1 9）につ

いて 

各市町とも受給者数が増加しているが、セルフプラン率は減少または概ね

現状維持となっている。また、モニタリングの年間総数も増加し、国が示  

した期間に近づいている。相談支援専門員が微増しても、受給者数や対応

件数が増えていることで 1 人当たりの負担が増えている。  

日  時 令和元年 6 月 17 日（月）14 ：00 ～16 ：15  

場  所 平塚市役所 619 会議室 

参加人数 16 名 
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 ̧ 意見交換（資料の数値を見た実感について）  

ü 稼働している相談支援専門員は半数程度のため、担当実件数は平均値

の倍だ。小規模な相談支援事業所は受け入れが難しく、依頼を迷う。 

ü 実際にケースを依頼できる相談支援専門員は偏っている。 

ü 兼務でも全く計画相談支援に関わらない相談支援専門員もいる。相談

支援専門員の登録者数が数名増えてもケースの依頼は難しい。（各行政） 

 ̧ 二宮町福祉･障がい者支援班 

支援が少ない方の計画相談支援を通所先併設の相談支援事業所で対応す

ることはやむを得ない面もあるが、望ましいとは考えていない。他の市町

では、いかがか。  

ü 平塚市障がい福祉課 

サービス提供事業所が決まっていて直ぐに利用したいという方には、

同法人の相談支援事業所を案内することが多い。また、急ぐ場合はセ

ルフプランで開始することもある。ニーズに合った事業所を案内する。 

ü 秦野市障害福祉課 

計画相談支援を希望する場合は、パンフレットを使って自分で探して

いただくか、基幹相談支援センターから紹介される仕組みだ。同法人

の利用者のみ相談を受ける所も複数あるため、不可とはしていない。  

ü 伊勢原市障がい福祉課 

既に利用先が決まっていて、同法人の計画相談支援を受けると説明さ

れていることが、特に児童の場合は多いが、可としている。ただし、

それぞれは別組織であること、相談支援専門員が適切なケースマネジ

メントに向けて相談支援部会での説明を受けることを前提にしている。 

 

② 新年度の体制、市町における今年度の取り組み予定について  

各委員から、市町協議会・部会・連絡会、相談支援事業等の実績報告と活動

予定、新設される相談支援事業所の情報を報告する。 

 ̧ 平塚市障がい福祉課  

今年度から設置する計画相談支援連絡会は、相談支援事業所同士の関係を

深め、困難な課題や事例等を共有して一緒に考える場としたい。 

 ̧ 秦野市基幹相談支援センター  

秦野市相談支援事業所等連絡会では、潜

在相談支援専門員の掘り起こし、養護学

校との連携に力を入れる。事業所で第 4 火

曜日を「グループスーパービジョンの日」

として、事例検討会を開催している。 

 ̧ 伊勢原市障がい福祉課  

今年 10 月に児童発達支援センターを開

所する予定があり、児童発達支援センタ
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ー機能に加えて障害児の基幹相談支援センターの役割も委託する。  

 ̧ 大磯町障がい福祉係  

基幹相談支援センター以外に複数の事業所ができたことから、4 月に指定

特定相談支援事業所を対象に説明会を実施した。新たに相談支援に関する

大磯町の基本方針を定め、各事業所が役割を担っていただくよう伝えた。

当面は町を中心にケースを振り分けていくが、いずれは基幹相談支援セン

ターに移行して町は後方支援に回る。 

ü “相談支援に関する基本方針”はどのような内容か。  

⇒ 基幹、委託、指定特定のそれぞれの立場･役割と、責任が町にある

ことを明示した。そして、委託先に任せきりにせず、基本的に町も

ケースに関わって責任を負うと説明した。（大磯町障がい福祉係） 

⇒ 事業所が増えても利用者の取り合いや、抱え込みは避けたい。新規

の相談は行政と委託相談支援事業所でニーズ等を確認し、計画相談

支援の依頼先を検討している。（地域支援センターそしん）  

 

（2） 第 2 回相談支援ネットワーク会議   

 

 【主な議題と内容】  

① 神奈川県及び湘南西部圏域の取り組みついて 

 ̧ 圏域で新たに開始した相談支援体制充実

強化事業について説明し、事例提供の検討

を依頼する。  

 ̧ ケア付き通学支援、新設の医療型短期入所

事業所の利用者状況、県立さがみ緑風園で

の医療的ケアを必要とする方の受入れ等

の情報を共有する。 

 

② 「湘南西部圏域内相談支援事業所の特定事業所加算・支援体制加算取得状

況」（資料編ｐ4 5）と取得要件となる研修会の開催予定を共有する。  

 

③ 相談支援専門員を支える取り組み状況について  

「各市町の状況・課題を踏まえた取り組み（令和元年度第 1 回湘南西部圏

域相談支援ネットワーク会議より）」、「各市町の状況・課題を踏まえた取り

組み【図】」（ｐ2 3）から、相談支援体制整備は、相談支援専門員を支える

取り組みであると整理できる。 

日  時 令和元年 9 月 24 日（火）14 ：00 ～16 ：0 0  

場  所 大磯町立福祉センターさざれ石 レクリエーション室  

参加人数 1 6 名 
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 ̧ ほっとステーション平塚 

平塚市計画相談支援連絡会で相談支援専門員から挙がった意見を整理し、

地域生活支援拠点や基幹相談支援センター設置検討に反映したい。  

 ̧ 伊勢原市障がい福祉課 

既存の事業所から新規事業所にケースを移行し、その分既存の事業所が困

難ケースに対応できるという好循環につながっている様子がある。  

 

④  意見交換・情報交換 

 ̧ 教育との連携について  

ü 二宮町福祉･障がい者支援班  

学校毎の考え方の違いや、障害福祉制度が分かりづらいという教員の

声があることから、養護学校との協議が必要だと感じている。  

ü 地域支援センターそしん  

昨年から養護学校の選択が自由になり、新たに小田原養護学校や茅ケ

崎養護学校に通学する利用者が出ている。  

ü つくし相談室  

インクルーシブ教育実践推進校が、令和 2 年度から当圏域にもできる。

障害児の受け入れ経験や進路担当者の配置がないであろうことから、

相談が増えると考えている。  

ü サンシティひらつか  

普通高校の教諭から“進路が決まらない生徒を支援してほしい”とい

う問合せが突然あり、相談件数が増えているが、それまでの支援経過

が分からず対応に苦慮している。  

 

 ̧ 子育て支援について  

精神障害のある母親が就労のために保育園児の世話をヘルパーに依頼し

たいという相談があった。子育て支援担当課や児童相談所からは、ストレ

スによって子育てが難しくなったり、虐待につながるため、ヘルパーを利  

用するよう勧められ、明確な判断基準がないまま子どもを守るために取り

急ぎヘルパー利用となることがある。（ほっとステーション平塚）  

ü 当地域では、このケースでは家事援助を支給しない。まずは産後サポ

ート事業等の子育てのサービスを探っていただく。（行政） 

ü 子育て支援事業でヘルパーを導入する際は、母親の自立に向けて、母

親とヘルパーが一緒に行うイメージで依頼している。ヘルパーの自立

支援の機能が重要だ。（地域支援センターそしん）  

⇒ 子育ての意欲がない母親への支援として、ヘルパーを利用している

ケースもある。子育て支援事業の期間満了後に、“障害福祉サービス  

で何とかしなければ児童相談所で保護することになる。”などと言わ

れるが、本来の対象ではないと思われる。（ほっとステーション平塚）  
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各市町の状況・課題を踏まえた取り組み【図】 

 

ᾕ 2ᵕ ίӽ כ◦ NW ᵓṳⱢ  

各市町の状況・課題を踏まえた取り組み（令和元年度第 1 回湘南西部圏域相談支援ネットワーク会議より） 

 状況 課題 取り組み予定 

圏域 ① モニタリングの年間総数増加だがセルフ

プラン率は減少または概ね現状維持。 

① 相談支援専門員 1 人当たりの負担が増え

ている。 

① NW 会議での協議 

・研修共有 

平塚市 ① 相談支援専門員が増えてもケースの依頼

が難しい。 

② 医療的ケアのある方の居場所のなさ。 

③ 発達障害の方からの相談増加。 

④ ひきこもりの増加。 

① 計画相談実施状況の把握と周知、事業所間

交流、課題や事例等の共有が必要。 

・研修と連絡会を全て分科会や行政が行う

ことが困難。 

④ 窓口が様々なため市全体で検討が必要。 

① 研修実施 

・連絡会開催（新設） 

・基幹設置検討 

秦野市 ① 全く稼働していない相談支援専門員がい

たり、休止せざるを得ない事業所がある。 

② 発達障害（2 次障害で精神疾患）、ひきこも

りの相談増加。 

③ 多様な相談が多い。 

① 相談支援専門員へのフォローが重要。 

・潜在相談支援専門員の掘起し･育成が必要。 

・相談支援の状況共有が必要。 

③ 様々な分野･機関（養護学校等）との連携。 

① 相談支援事業所等連絡会開催、参加の促し 

・GSV の毎月開催 

③ 基幹内で市内のシステム構築を協議 

・養護学校との連携は、委託相談支援事業所

連絡会・相談支援事業所等連絡会で協議 

伊勢原市 ① 相談支援専門員によって動きに差があり、

依頼先が偏っている。 

② 相談件数と複雑なケースの増加。 

③ 高齢者の障害サービス利用希望の増加。 

④ 対応件数の増加。 

① ケースの振り分けに苦慮。 

② 基幹のマンパワー不足。 

③ ケアマネとの連携が必要。 

④ 新規の受け入れ困難。 

① 自由参加の部会を開催 

・GSV の実施 

② 児発(10 月～)、基幹・相談の委託化 

③ 市内事業所の研修活用 

④ 質の維持と相談員の負担軽減方法の模索 

大磯町 ① 今年度 2 事業所が開設し、説明会で町の基

本方針と事業所の役割を伝達。 

① 町がケースの振り分けをしている。 

・事業所間連携が必要。 

① いずれ振り分けの基幹への移行を検討 

・事業所が集まる場を検討(二宮町と連携) 

二宮町 ① 実際に稼働している相談支援専門員は半

数程度で、小規模事業所が多い。 

① ケースの振り分けに苦慮 

 

① 事業所が集まる場を検討(大磯町と連携) 

大磯・ 

二宮共通 

① 複合的な課題のあるケースの相談、多機関

との連携が多い。 

① 行政と委託の役割整理、指定特定事業所へ

の地域の状況伝達と底上げ･連携が必要 

 

※青字部分は、相談支援体制に関する内容
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ü 保護の検討を要するほどのケースであれば、ヘルパーの利用によって

解決するものではなく、全体の状況から総合的に判断する必要がある。

障害福祉サービスの有無とは別問題であり、保護や措置が可能な機関

である児童相談所に総合的な判断を期待したい。（行政） 

ü 障害福祉の支援対象は障害当事者である母親のため、子どもの課題を

解決するための障害福祉サービスではない。子どもを守るなら子育て

支援課の対応となり、母親が障害や病気により家事が難しいなら、障

害福祉サービスを支給する。母親の就労希望は、自己実現と子どもを

守るという両方の側面があるが、仕事をしていて夕飯を作れないのは

障害の有無によるものではないと考えると、家族間で助け合えること

や子育て支援の有料サービス等で対応できる部分があるだろう。（行政） 

 

 ̧ 障害児相談支援の計画更新時期について  

当市は受給者証の更新時期は年度毎であり、毎年計画作成とモニタリング

実施時期が重なり、閑散期と繁忙期の差が非常に大きい。誕生月毎に変更

した他市町の状況はいかがか。（秦野市障害福祉課） 

ü ライフステージごとに 3 月で区切ることはあるが、その際は 4 月～誕

生月まで支給し、再度誕生月～1 年間の支給･更新をする。行政の担当

者としては受給者証の発行回数が増えるため事務量が増えるが、年度

末に集中しないよう対応している。（二宮町福祉･障がい者支援班） 

ü 切り替えの際は、モニタリング期間の調整など、1 年間のイレギュラ

ーなルールを細かく設定した。全体としては分散することで年度末の

負担が軽減されて良かった。市の担当者としても、年度末の負担が軽

減されている。（伊勢原市障がい福祉課） 

 

（3） 第 3 回相談支援ネットワーク会議  

  

 【主な議題と内容】  

① 相談支援体制充実強化事業について 

圏域 1 事例目の概要、コンサルテーションの内容、その後の事例検討会の

開催状況と今後の見通しを事務局から報告する。 

 ̧ 該当地域行政の振り返り  

県精神保健福祉センター医師による疾患の捉え方や家族背景等の確認作

業により、対応を整理できた。2 回目は、主治医の見立てをクライシスプ

ランに反映し、精神症状の悪化を予防するための視点が明確になった。  

日  時 令和 2 年 1 月 2 9 日（水）14 ：00 ～16 ：0 0  

場  所 はだのクリーンセンター 2 階大会議室 

参加人数 1 1 名 
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 ̧ クライシスプランについて  

本人との信頼関係が大前提で、医師を交えて作成する。振り返りのために

はサインをいただいた方が良い。クライシスプランを作成すると自然と関

係者が増え、それだけで安定したり変化に気付きやすくなる。（ほっとステ

ーション平塚）  

⇒  親が介護できなくなった等の家庭環境による緊急時に、短期入所利用と

いうクライシスプランをサービス等利用計画に盛り込み、長野県自立支

援協議会の取り組みを参考に整理できれば良い。（大磯町障がい福祉係） 

② 相談支援体制について  

 ̧ 平塚市障がい福祉課  

基幹相談支援センター設置に向けて、3 月開催の自立支援協議会である程

度の方向性を示したい。求められる機能が多く、3 障害の委託相談との住

み分け等の様々な課題があり、ワーキングで検討している。   

 ̧ 秦野市障がい福祉課  

障害者支援懇話会の部門ごとの業務量の差に課題があったため、令和 2 年

度の部門再編が決まった。  

 ̧ ぱれっと・はだの  

秦野市地域生活支援拠点での緊急時の対応の流れを整理した。事前に市内

で短期入所を利用し、基幹相談支援センターに登録してサービス等利用計

画に記載する。緊急時は基幹相談支援センターのコーディネーターが利用

実績のある市内の入所施設と連携して、24 時間 365 日対応する。緊急受

け入れは 2 日間までとし、ケア会議を開催して次の行き先を決める。  

⇒  当町はこれまでも総合的な相談支援を提供しており、既に拠点の機能を

有している。平成 32 年度末までに現在実施している事柄を地域生活支

援拠点の要綱として示し、整備済みとする方向で考えている。事業所か

らの申請に基づき拠点機能として登録する形を想定している。（大磯町

障がい福祉係）  

 ̧ 伊勢原市障がい福祉課  

基幹相談支援センター事業の外部委託は、協議会に諮ったうえで一旦見送

る見込みである。２事業所で２人の相談支援専門員が年度内で活動を終え、

１事業所は事業停止となる。成人と児童で合計 160 件程が相談支援専門

員不在となるため、調整している。これまで任せ過ぎていたこと、一人当

たりの負担が大きいこと、相談支援専門員減少への危機管理が不十分だっ

たこと等の反省を踏まえ、体制の検討が必要となっている。  

⇒  無理に多くの相談を受けることは、考える必要がある。（つくし相談室）  

⇒  職員が減って事業を縮小した所もあると聞いている。（ほっとステーシ

ョン平塚）  
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 ̧ 大磯町障がい福祉係  

相談支援の一本化（「断らない」相談支援）について、当町の規模を活かし

て何ができるかを現場レベルで協議している。人材育成では、事例検討等

の実施だけでなく、一緒に訪問をしたり、専門職同士の話し合いに同席し

たり、電話対応を近くで感じるなどが一番勉強になると思われ、そのよう

な“人を育てる環境”についても併せて実現できないか考えている。 

 ̧ 二宮町福祉･障がい者支援班 

令和 2 年度から予算を増やしモニタリング期間を細密にしたいと考えて

いるが、実動増加の負担と収入のバランスが難しい。毎月両町と基幹相談

支援センターで話し合い、ハイリスクなケースなどの確認をしている。そ

れを形にして、予防的支援として地域生活支援拠点事業につながると良い。 

 

（4） 第 1 回圏域事例検討会  

 

幼いわが子と暮らす、障害者虐待の疑い（経済的虐待）がある知的障害の母の将

来に向けた支援を考える事例であった。一見すると厳しい状況が目につくが、参加

者はそれに流されずにご本人と環境のストレング

スを丁寧に確認し、将来を見据えてご本人が取り

組めそうなアイディアを沢山出した。事例提供者

から、「家族から否定的な言葉かけを受けて自信を

持てずにいるご本人に、今日挙がったストレング

スを見せてあげたい。前向きに検討していただき

自分も元気をもらえた。」とのコメントがあった。 

 

（5） 第 2 回圏域事例検討会  

日  時 令和元年 11 月 21 日（木）1 0：00 ～12 ：0 0  

場  所 伊勢原市役所 2Ｃ会議室 

合同開催 伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会相談支援部会

相談員等スキルアップ研修  

「グループスーパービジョンの手法を使った事例検討」  

参加人数 24 名 

日  時 令和元年 1 1 月 22 日（金）1 7：3 0～1 9：3 0  

場  所 平塚市役所 303 ・304 会議室 

合同開催 平塚市障がい者自立支援協議会 計画相談支援分科会  

第 1 回相談支援専門員研修会  

「グループスーパービジョンの手法を用いた事例検討」  

参加人数 2 3 名 
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 家族との同居を継続するべきか GH へ移るべきかを迷う発達障害のある方の支

援を考える事例であった。アイディア出しでは、ご本人の迷いに付き合うことの

大切さについて意見があがった。これまでに経験したことのない決断を下さなけ

ればならないご本人は迷って当然であり、今答えを出す過程にあると捉えること

ができる。それを、決められない人と捉え、決めてあげるのが支援だと錯覚して

しまうと、せっかくの経験の機会を失ってしま

う。経験から判断できない時、ご本人の緩やか

な意思形成をどう支援するかが問われており、

身近に意思決定支援が必要とされていることを

学ぶ良い機会となった。事例提供者は、「忙し

さのため事例提供を躊躇したが、やってみると

非常に勉強になった。また機会があればやって

みたい」とのことであった。  

  

（6） 第 3 回圏域事例検討会  

 

仕事がうまくいかずに離職を繰り返し悩んでいる発達障害のある方の支援を

考える事例であった。これまでの失敗経験の蓄積から著しく劣等感を感じており、

何をしたら良いのか自分でもわからなくなっているご本人が、少しずつ自信を取

り戻すためにできるストレングスを活用した支援について検討した。事例検討会

終了後に事例提供者から、「どうしてもサービスにつなげることが相談支援だと

いう固定観念にとらわれてしまい、適切で利用

可能な具体のサービスがないと相談者と話すこ

とに怖さを感じる。でも本日の事例検討を通じ

て、福祉サービスに囚われずに自由に相談者の

話を聴いてよいのだと思えた。」という率直な感

想もあり、相談支援専門員としてのスタンスを

各自が振り返る良い機会となった。 

 

 

 

 

 

日  時 令和元年 11 月 28 日（木）1 8：0 0～20 ：00  

場  所 大磯町横溝千鶴子記念障害福祉センター  1F デイルーム 

合同開催 二宮町・大磯町障害者自立支援協議会研修会  

GSV（グループスーパービジョン）の手法  

を活用した事例検討会  

参加人数 2 0 名 



28  

 

（7） 第 4 回圏域事例検討会  

 

仕事が長続きせず対人関係が苦手だと自分で認識している、発達障害が疑われ

る方の仕事と生活を考える事例であった。事例は今年度の相談支援従事者初任者

研修に提出した事例であったが、検討するメンバーが違うと当然のことながら出

てくるアイディアに違いがあったとのことであ

った。今回に限らずここであがった意見はあく

まで第三者から見た仮定に基づく現状に囚われ

ないアイディアであり、ご本人と相談支援専門

員が気に入ったものを試行し、可能性を広げて

いくためのものであることを確認した。より多

くの相談支援専門員が参加できるような、日

時・場所の設定が必要であることを共有した。 

   

 

3.  湘南西部圏域内での研修の共有  

  平成 29 年 7 月の第 1 回湘南西部圏域自立支援協議会で整理された圏域課題「相

談支援事業所、障害福祉サービス提供事業所等の職員育成のための研修の機会が十

分とは言えない」を踏まえ、10 月の第 2 回圏域自立支援協議会での承認を受けて、

湘南西部圏域内市町協議会等を主催者とする研修の共有をスタートしました。今年

度から、実施主体によらず、圏域内で開催される研修をより広く共有していくこと

としました。 

今年度の実績は、「令和元年度  湘南西部圏域研修共有実績（Ｈ 31.4.1 ～Ｒ

2.3.31 ）」（ｐ2 9）の通りで、共有した研修の数、参加人数は昨年度と比べ減少しま

した。県内の相談支援専門員の実数が頭打ちになってきており、市町協議会で人材

難や事業所の閉鎖が話題としてあがっている現状から、障害福祉サービス全般で人

員の確保がより難しくなっており、研修に参加しづらくなっていることが推測され

ます。また、地域での GSV の定着により他の市町で開催する GSV へ参加する必要

性が低くなってきていることも要因として考えられます。更に、年度末の新型コロ

ナウィルスの影響から研修会の中止が相次いだことも影響しました。令和 2 年度は、

新型コロナウィルスの影響により集合研修の開催は難しい時期が続くことも考えら

れるため、神奈川県、圏域内市町に適宜ご相談して、状況をみながら地域での福祉人

材育成に資する研修等の共有を行います。 

日  時 令和元年 12 月 25 日（火）9：3 0～11 ：00  

場  所 ぱれっと・はだの  

合同開催 障害福祉なんでも相談室  

グループスーパービジョン（GSV） 

参加人数 6 名 
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4.  相談支援体制充実強化事業  

本事業は、県域の相談支援専門員を対象に、今年度より支援困難事例に関する専

門的かつ継続的な助言等を行う事業として神奈川県が各障害保健福祉圏域地域生活

ナビゲーションセンター（圏域ナビ）に委託して実施しています。相談支援専門員

から基幹相談支援センター等を通じて（または直接）支援依頼を受けた圏域ナビが、

専門機関（神奈川県立保健福祉大の教員、神奈川県精神保健福祉センターの精神科

医や福祉職等）と調整を行って開催した事例検討会での専門機関による見立てや助

言をもとに、その後の支援の伴走者として必要な期間関わります。また、支援困難

事例を支援する相談支援専門員を後方支援することに併せて、地域の中心となる相

談支援専門員を育成することが事業の目的であることから、基幹相談支援センター

や委託相談支援事業所にも本事業への協力と参加をお願いしています。今年度は 9

月から事業が開始し、当圏域では地域協議会、

相談支援部会や連絡会等でこの事業を周知

し、2 事例に取り組みました。しかし、新型コ

ロナウィルスのために 2 事例とも中断され、

令和 2 年度に対応を延期しています。また、

神奈川県主催の事例研究会に他圏域担当者と

ともに出席し、進捗を報告するとともに、令和

2 年度の事例集（仮）の取りまとめに向けて

意見交換しています。事例の概要や振り返り

は、事例集（仮）で報告します。  

 

 

〈1 事例目〉 

 

〈2 事例目〉 

  新型コロナウィルスのため、コンサルテーションを令和 2 年度に延期。 

 

 

 

 

日 時 ①【コンサルテーション】 

令和元年 12 月 9 日（火）9：3 0～11 ：00  

②【地域関係者での事例検討会】 

令和 2 年 1 月 27 日（月）13 ：00 ～14 ：30  

令和 2 年 3 月 19 日（木）新型コロナウィルスのため延期  

参加者 ①神奈川県精神保健福祉センター医師、福祉職 ②主治医 

①②相談支援専門員、行政、基幹相談支援センター、保健福祉

事務所、訪問看護ステーション、通所事業所、圏域ナビ 
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V . 湘南西部圏域重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワー

ク活動報告 

 

1.  重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの概要  

平成 22 年度の支援検討委員会における実態調査結果から抽出した地域課題の軽

減・解消に向けて、情報交換と地域連携の強化を目的としてネットワーク活動を開

始しました。今年度は、会議において災害時の電源確保について情報交換しました

が、継続した情報取集と検討が必要です。医療機関懇談会は、初めて小児科医師にも

ご参加いただき、現状と課題を共有することができました。事業所情報交換会では、

これまでで最多の参加者にお集まりいただき、事業所間のやり取りを促進するため

の事業所ハンドブックを作成しました。昨年度から平塚保健福祉事務所秦野センタ

ー（以下、「秦野センター」という）の小児特定疾病部会に設置されたワーキングに

は、当ナビゲーションセンターもネットワーク活動の一環として参画し、退院して

自宅に戻る医療的ケアを必要とするお子さんと保護者の方のニーズに応えるための

ツールの作成を進めました。  

 

当事者家族（ＯＨＡＮＡの会含む）  平塚児童相談所  

平塚保健福祉事務所  平塚保健福祉事務所秦野センター  

神奈川県立総合療育相談センター  平塚市障がい福祉課  

平塚市こども家庭課  秦野市障害福祉課  

伊勢原市障がい福祉課  大磯町町民福祉部福祉課 障がい福祉係 

二宮町健康福祉部福祉保険課  神奈川県立平塚養護学校  

神奈川県立秦野養護学校  神奈川病院 

訪問看護ステーションひかり  つるかめ訪問看護ステーションかみおおつき  

すこやか園生活支援センター  ソーレ平塚（あんしんネット）  

障害児･者･家族サポート事業所 スプラウト ソーレ平塚地域支援センター  

地域支援センターそしん  

表 3  令和元年度圏域重心・医療的ケア支援ネットワーク参加機関名簿  

 

２．重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

 

日  時 令和元年 9 月 21 日（金）1 0：00 ～1 2：0 0  

場  所 平塚養護学校 保護者控室 

参加人数 24 名 
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【主な議題と内容】  

① 医療的ケア児等コーディネーター養成とケア付き通学支援等について 

神奈川県障害福祉課から、医療的ケア児等コーディネーター養成研修、ケア

付き通学支援事業、神奈川県医療的ケア児実態把握調査と、医療型短期入所

事業所開設促進事業の成果について説明いただく。  

 ̧ 意見・情報交換 ≪医療的ケア児等コーディネーターについて≫ 

ü 令和２年度末までに医療的ケア児等コーディネーターの設置を検討

している市町もあるが、コーディネーターの役割や市町との関わりの

イメージが持ちづらい。実際に役割等の検討が始まっている地域の情

報等を提供願いたい。（事務局） 

⇒ 圏域外の他市では、医療的ケア児等コーディネーター研修修了者が

円滑な活動ができるよう、関係者間でコーディネーターを支える協

議の場を新たに設置し、情報を集約して支援に繋げていく方法を検

討している。  

ü 既に当事者や家族にとって身近な存在である相談員にコーディネー

ターの役割が加わり負担が増えることが危惧されるので、コーディネ

ーターの役割を明確にする必要がある。医療的ケア児の母からは

「様々なサービスの窓口のような人がいたら良い」という話を受けた。

（伊勢原市障がい福祉課、他） 

 

 ̧ 意見・情報交換 ≪ケア付き通学支援について≫ 

ü 通院も保護者の送迎が常であり、負担感など通学と同様だ。通院など

のより広範囲で対応できる事業だとありがたい。同乗した看護師の移

動手段も気になる。母と一緒に戻るのでは次の仕事に行くことが出来

ず、実現の障壁になる。（訪問看護ステーションひかり）  

ü 契約をするのは教育委員会か。（大磯町障がい福祉係） 

⇒  契約は、市町の障害福祉課、教育委員会のいずれでも良い。県教育

委員会とは、教育の保障を全て福祉で対応することが妥当か、スク

ールバスに乗って通学出来ないか、といった協議もされている。必

要十分ではないかもしれないが、現実として疲弊した保護者・家族

がいるため、まずはできる支援を行うことを目的としている。 

 

② 例外ケースの終了について 

児童相談所が発行する障害児入所支援の受給者証を使ったミドル入所が今

後廃止になるという話が保護者間で出回っている。問い合わせたが明確な返

答はない。市町村発行の医療型短期入所の受給者証の場合は、家族が薬やお

むつなどの消耗品を準備して持って行く必要があるため、荷物の負担が大き

い。関係者に理解してもらえると有難い。この件に関して詳しい情報があれ

ば教えていただきたい。（OHANA の会） 



    
 

 33 
 

 ̧ 意見・情報交換 

ü 現状で公にできる情報はない。児童相談所発行の受給者証と市町村発

行の受給者証の違いは報酬単価の差だったが、現在この差が埋まって

きている。その現状を踏まえ、元々例外として開始した制度でいずれ

は廃止するという県の方針は変わらない。しかし、廃止の時期は未確

定で、案内時期も明確に伝えられない。（平塚児童相談所）  

ü 県より案内文書を作成中であることや廃止に向けたスケジュールの

説明を受けている。利用者の保護者からは、今後長期間利用できなく

なると困るという相談も受けている。（神奈川病院） 

 

③ 災害時の対応について  

当事業所を利用している方の災害時への備

えについて調べた。その結果、電源確保の心

配が浮上した。発電機の備えについてうかが

いたい。（訪問看護ステーションひかり）  

 ̧ 意見・情報交換  

ü 東京電力に登録しておくと、災害時に

確認の連絡をくれることがわかった。人工呼吸器、在宅酸素、吸引器

の各メーカーによると、重度の方・電気使用率が高い方からバッテリ

ーを配達するとのことだ。特定の吸引器は車から電源が取れるが、他

の医療機器は難しかった。（訪問看護ステーションひかり）  

ü 医療的ケア専用の発電機は設置していない。訪問看護ステーションと

連携して、バッテリー量や発電機購入についての調査を始めた。平成

30 年秋の停電の際、管内市町で避難所の発電機を使って医療的ケア

を行った事例があった。（平塚保健福祉事務所）  

ü 医療的ケア専用の発電機は設置していない。東海大学医学部付属病院

から退院する方の災害時の対応を了解いただいているが、病院までの

移動に課題がある。神奈川県保健医療救護計画の中には、厚木基地か

ら他県に移動する広域医療搬送システムもある。（秦野センター）  

ü 指定避難所の発電機の使用範囲は避難所運営委員会で協議する。（平

塚市障がい福祉課）  

ü 各避難所にはガソリン発電機が 2～3 個とハイブリッド発電機が 1 個

設置されている。広域災害救急医療情報システム（EMIS）で災害時に

病院の状況を確認することができる。（秦野市障害福祉課）  

ü 避難所や防災備蓄倉庫に発電機を設置してあるが、小中学校ではより

大型である。東海大学医学部付属病院に避難する方など、避難経路上

で発電機の位置を確認できていると良い。（伊勢原市障がい福祉課）  

ü 町役場本庁舎の各フロアに非常用電源、指定避難所である小中学校に

は、発電機が設置されている。（大磯町障がい福祉係） 
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ü 人工呼吸器は 10 時間持たない。点在する医療機関に「災害時は対応

する」と言ってもらえると安心につながる。私立も含めた病院の発電

機の一覧表があると良い。（訪問看護ステーションひかり）  

ü 利用者の大きな車椅子では、災害時の移動が難しい可能性があるため、

事業所で人工呼吸器に対応した発電機と 2 日間分の燃料を用意した。

高価なため、補助やレンタルなどの制度があると良い。（スプラウト） 

ü 発電機を 5 台準備している。ソーラーパネルを設置しているので、災

害時にはソーラーでの自家発電に切り替える予定だ。（平塚養護学校） 

 

④ その他 

 ̧ 情報提供 

ü 平塚養護学校  人工呼吸器のガイドラインについて  

学校ごとの医療的ケアの内容を統一する目的で人工呼吸器のガイド

ラインができたが、保護者に対応してもらうことが増えた。当校では

看護師が減員となったため校外学習の際、学校に残る児童・生徒の対

応を保護者に依頼している。  

 

（2） 圏域重心・医療的ケアを必要とする方を支援する医療機関懇談会【拡大会議】 

   

【主な議題と内容】    

① 地域課題の共有  

湘南西部圏域相談支援 NW 形成等事業、重心・医療的ケア支援 NW 活動の

概要説明後、「在宅生活を送る医療的ケアを必要とする方に関わる機関が抱

える課題」（資料編ｐ4 6、4 7）を用いて、これまでに挙がった地域課題を

共有する。  

 

② 事例報告 

地域課題の一つである連携に関する取り組みとして、秦野センター小児特定

疾病部会ワーキングにおける活動、成果物「たすかりまっぷ（未定稿）」、「医

療的ケアが必要なお子さんのためのサービス（未定稿）」（ｐ40 、4 1）を報

告いただく。  

 

日  時 令和元年 1 1 月 19 日（火）18 ：0 0～1 9：35  

場  所 東海大学付属病院  会議室 

参加人数 21 名（圏域内 5 病院、2 訪問看護ステーション、あんし

んネット事業所、２保健福祉事務所＋２市障害福祉課≪事

例報告≫、２相談支援事業所）＊東海大学医学部小児科学

教授、神奈川病院小児科医長にも出席いただく  
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③ 意見・情報交換  

 ̧ 神奈川病院（療育指導室） 

県外の大学病院を退院して在宅生活を始めた方の短期入所の体験利用で、

大学病院の医療、人員配置等との大きな差があり、受け入れが難しいこと

分かった。退院前に在宅生活のイメージや地域医療について地域と相談で

きていれば、状況は変わったかもしれない。  

 ̧ 神奈川病院（小児科）  

短期入所病棟は夜勤看護師 3 名で約 60 名の利用者に対応しているため、

バイタルが安定していない方の受け入れは難しい。紹介状以外にも事前に

情報を共有できれば良かったが、県外だったこともあり難しかった。最近

は医療的ケアが濃厚な方が増えており、広い地域から問い合わせがある。 

 ̧ 伊勢原協同病院  

当院の定期通院や入院歴がある医療的ケア児の母親の出産に伴い、児童の

レスパイト入院を受ける予定がある。日頃の関わりがあれば柔軟な対応も

可能なため、早目に相談いただきたい。   

 ̧ しせん相談室  

“預け先がほしい”という主訴のケースは、秦野センターと市を介して当

事業所へ繋がったが、病院から直接繋がることはあまりない。退院して地

域へ移る際のマネジメントが抜けている印象がある。 

 ̧ 東海大学 医学部 

退院後に定期通院のみの方の生活は把握できていない。退院時などの連

絡･相談先については、今後勉強する必要があると感じている。地域（福

祉領域）の方から病院に対する意見をいただき、考えるヒントを得たい。 

 ̧ 東海大学医学部付属病院 患者支援センター総合相談室  

福祉施設に入所していた方が、医療依存度が増して施設に戻れなくなり、

新たな生活の場を探しているという相談が増えている。医療機関と福祉施

設が一緒に考える機会があると良い。  

 ̧ 東海大学医学部付属病院 入退院センター  

当院の看護師は地域生活に関心が深いため、｢たすかりまっぷ｣のようなツ

ールを活用できると良い。紙のツールだが、データを扱えない災害時に活

用できるメリットがある。｢たすかりまっぷ｣等につながるきっかけが肝心

だが、当院でも配布可能かを伺いたい。  

⇒  可能である。病院から受け取ることで、母の意識が高くなると期待でき

る。何かあった時に関係機関が声をかけて｢はぐくみサポートファイル｣

へのファイリングを促すことで活用される。ライフステージの節目でス

ムーズに情報を共有できると良い。（伊勢原市障がい福祉課）  

⇒  当センターは、退院時カンファレンスに参加し、｢たすかりまっぷ｣につ

いて母に伝えたい。（秦野センター）  
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 ̧ 秦野赤十字病院  

レスパイトを利用する障害者は、家族からの利用相談が主であり、ケアに

対する両親の強いこだわりを感じ、対応に悩むこともある。  

⇒  病院から連絡を受けた際に担当ケアマネジャーを確認されることが多

く、相談支援専門員の存在を伝えている。病院側から連絡いただけるよ

うな連携体制ができつつある中で、うまく繋がっていないことが勿体無

いと感じる。（あんしんネット事業所）  

⇒  全国的に相談支援専門員が不足しているため担当相談員がいない方も

多く、家族が調整するケースもある。（しせん相談室）   

 ̧ 鶴巻温泉病院  

レスパイト利用者からは、親が介護できなくなった時を心配する声が多い。

当院の長期入院は、1 日 2～3 回の吸引と胃瘻程度の方は対象外となる

が、障害者の入所施設では胃瘻のみでも受け入れが難しいため、相談支援

専門員がついていない方のサポートをどうすれば良いかを考えている。 

 ̧ 秦野市障害福祉課  

自閉症児親の会からは、障害基礎年金申請の際に｢はぐくみサポートファ

イル｣に記入しておく必要性を痛感したという意見が多かった。 

 ̧ 伊勢原市障がい福祉課  

看護師派遣事業を検討しているが、課題が

多く、地域で医療を広げることの難しさを

実感している。福祉領域における医療面の

課題を共有し、今後に向けて検討していけ

るよう、東海大学医学部付属病院と伊勢原

協同病院にも相談させていただきたい。  

 

（3） 重心・医療的ケアを必要とする方の支援ネットワーク事業所情報交換会  

 

【オリエンテーション】 

 ̧ 新規医療型短期入所事業所(2 病院)、医療的ケアがある方の受け入れ可能

な短期入所事業所(1 事業所)、圏域内の新規事業所(秦野市)、医療的ケア

のある方の受け入れを検討している事業所(伊勢原市)を紹介する。  

 ̧ 配布資料の「事業所ハンドブック」は、事業所間の直接のやり取りを促進

するために活用いただきたいことを説明する。 

 

日  時 令和 2 年 1 月 1 7 日（金）1 8：00 ～2 0：00  

場  所 ソーレ平塚 レインボーホール  

参加人数 50 名（医療的ケアを必要とする方を支援する 1 8 事業所、

訪問看護ステーション、広域専門機関、行政、特別支援学校） 
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【第 1 部】 事業所紹介 

『ある事業所の 1 日 ～ほかの事業所の様子をのぞいてみよう！～』  

① 特定非営利活動法人 トムトム「えぽっくハウス」  本間 太郎 様 

② 社会福祉法人 ビーハッピー「みのりの家」施設長  渡邉 美佐緒 様 

③ 社会福祉法人 至泉会 「すこやか園」主任  春木 誠 様 

 

  【第 2 部】 意見・情報交換（グループワーク）  

テーマ 『相手の気持ち、思いをくみとるために工夫していること』  

 複数の視点から表情や反応を診て意向を汲みとるようにしている、という意

見が多く、日々の“気付き”と情報共有の重要性を確認できた。ご家族とのコミ

ュニケーションとそこからの情報も大切である一方で、ご本人とご家族の意向

が必ずしも同じではないことで支援に悩むこ

ともあるという話も挙がった。年齢相応の対

応、選択肢の提示、様々な活動の提供などを通

じて、ご本人の意思形成とその表出を促せるよ

うに各事業所では工夫しており、ご本人と支援

者双方が経験を積み重ね、時間をかけて支援す

ることの大切さを共有した。（資料編ｐ4 8、

4 9）。 

 

（4） 第 2 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

 

【主な議題と内容】  

① 重心・医療的ケア支援ネットワーク関連報告  

医療機関懇談会、事業所情報交換会について報告し、「たすかりまっぷ（未

定稿）」等（ｐ40 、4 1）について秦野センターより説明いただく。 

 

② 災害による停電への備えについて  

 ̧ 訪問看護ステーションひかり  

訪問看護ステーションへのアンケートで、24 時間人工呼吸器を使用して

いる方等が各地域にいることが分かった。メーカーによると、一般的な発

電機や電気自動車のバッテリーは人工呼吸器等には基本的に使えない。電

源供給装置は、人工呼吸器で使用すると 3～4 時間が限度であり、個人で

購入するには高額（20 万円ほど）だ。高齢分野の電源確保の取り組みの

確認が必要だろう。今後は、市町で電源確保の取り組みの方向付けが必要

日  時 令和 2 年 2 月 14 日（金）10 ：00 ～12 ：00  

場  所 県立平塚養護学校保護者控室  

参加人数 23 名 
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で、停電時に、近隣自治体が受け入れてくれるような協力体制ができると

良い。 

 ̧ 平塚市こども家庭課  

12 月に開催した平塚市障がい者自立支援協議会医療的ケア児支援分科会

では、神奈川県医療的ケア児実態把握調査の平塚市分を神奈川県の協力の

下報告した。また、災害時の福祉避難所設置に関する他市町村の対応策と

平塚市の状況を共有した。 

 ̧ 当事者家族  

保護者の会として、災害時の避難場所をソーレ平塚へ相談した。施設が被

災していない場合には協力が可能との回答をいただいた。   

 

③ 例外ケース終了後の地域の状況について  

例外ケースの取り扱いが昨年末で終了となった。この件について、神奈川県

から通所事業所や関わる支援者等への具体の発信はなく、家族に対して障害

児入所施設からアナウンスがあったように聞いている。（事務局）  

 ̧ 神奈川病院  

家族が持ち込む医薬材料のメーカーが事業所で使っているものと違う場

合、それに合う医薬材料を事業所で用意して持ち出しで対応している。家

族によっては、大量の荷物を持ち込む必要性が生じて負担が増えるなど、

様々な課題がみえてきた。（事務局代理報告）  

 ̧ 神奈川県立総合療育相談センター  

医療型短期入所利用者家族へのアンケート調査の結果から、チューブの本

数、書類・荷物の量等、負担軽減を検討している。  

 ̧ 訪問看護ステーションひかり  

1 日 1 本を目安に処方された吸引チューブを短期入所先の病院に持参す

ると、都度新しいチューブを使用するので不足することがある。1 週間の

利用でパジャマ 7 枚など、衣類の用意が家族の新たな負担になっている。 

 ̧ 平塚養護学校  

児童相談所から事前に対象者を教えていただき、家族が疲弊していないか

気にかけている。  

 ̧ 秦野市障害福祉課 

期間に配慮して、医療型短期入所の支給決定をしている。  

 ̧ 事務局 

相談支援で関わる方から、準備の負担から利用を見送ったと聞いた。実際

の利用に弊害が起きないように配慮や工夫が必要な状況だ。 
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④ ケア付き通学支援事業について  

 ̧ 訪問看護ステーションひかり  

ケア付き通学支援を利用したいがなかな

かスタートしていないと家族から相談を

受けた。市町村の中で情報を整理して今

後提示して欲しい。  

 ̧ 平塚養護学校  

昨年末の会議で保護者にケア付き通学支

援のチラシを配布し、市町村へ相談して欲しいとアナウンスした。  

 ̧ 伊勢原市障がい福祉課 

ケア付き通学支援のサービスを実際に立ち上げるとなると、事業所への委

託なども検討しなければならない。現在事業所と個別に打ち合わせをして

いる状態であり、市の持ち出しも有り得ると考えている。  

 

⑤ その他 

 ̧ 乳幼児から成人を対象に介護する保護者の会として、「病児・肢体不自由

児・者・父母の会 湘南ＨＯＮカンパニー」を設立した。（当事者家族）  

 

（5） 平塚保健福祉事務所秦野センター小児特定疾病部会ワーキング  

 

昨年度の取り組みを踏まえ、「はぐくみサポートファイル」（湘南西部圏域各自

治体が管理する情報連携ツール）との併用を視野に、成果物の作成を進めた。原

案完成後に当事者にヒアリングを行い、その意見を踏まえて、修正案を作成した。

現時点での成果物の最終案は、「たすかりまっぷ（未定稿）」、「医療的ケアが必要

なお子さんのサービス（未定稿）」（ｐ40 、4 1）となる。令和 2 年 3 月 6 日に

東海大学伊勢原校舎で開催の「小児の地域包括ケアシステムづくり講演会（パー

ト６）」において参加者（医療、障害福祉、教育、母子保健など）の意見を募り、

更に内容を精査して完成する予定であったが、新型コロナウィルスの影響で令和

2 年度へ延期することとなった。  

 

日  時 会議（9：00 ～10 ：30 ） 

第 1 回 4 月 2 3 日（火）、第 2 回 5 月 20 日（月） 

第 3 回 6 月 27 日（木）、第 4 回 1 1 月 26 日（火） 

当事者ヒアリング 7 月 22 日（月）10 ：30 ～11 ：30  

場  所 東海大学医学部付属病院 ／ 当事者宅 

参加人数 会議：6 名（秦野センター、東海大学医学部付属病院、 

秦野市、伊勢原市、圏域ナビ）  

当事者ヒアリング：3 名（秦野センター、伊勢原市、圏域ナビ） 
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VI . 自立支援協議会、部会等への参加状況について 

 

 地域課題を扱う以下の会議に参加し、連携して取り組みを進めました。新型コロナ

ウィルスの影響等で中止になり、年度内に参加実績のない会議は記載していません。 

神奈川県障害者自立支援協議会  

平塚市障がい者自立支援協議会  

平塚市障がい者自立支援協議会 企画運営部会【新】  

平塚市障がい者自立支援協議会 地域生活支援部会精神分科会  

平塚市障がい者自立支援協議会 企画運営部会計画相談支援分科会（ワーキング【新】） 

平塚市計画相談支援連絡会【新】  

平塚市障がい者自立支援協議会 こども部会医療的ケア児支援分科会   

秦野市障害者支援委員会  

秦野市相談支援事業所等連絡会 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会  

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会  企画運営会議 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会  相談支援部会（ワーキング）  

二宮町・大磯町障害者自立支援協議会  

二宮町・大磯町障害者自立支援協議会  部会 

神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議  

湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会／障害者差別解消フォーラム  

平塚保健福祉事務所／秦野センター  精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム

構築推進事業 実務者会議／検討会  

湘南西部あんしんネット支援協議会（書面会議）  

平塚保健福祉事務所秦野センター  保健福祉サービス連携会議母子保健委員会  

平塚保健福祉事務所秦野センター  小児慢性特定疾病対策部会（ワーキング含む）  

平塚児童相談所 施設入所中児童の地域移行に係る連絡会議  
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Ⅶ．研修等の開催状況について 

 

 

開催日  テーマ  参加者  

R1 .8.26  

平塚市教育会

館   

実技研究室  

「精神障がいのある方のご自宅や地域での  

                 生活支援を考える連絡会」  

（合同開催）  

   平塚市障がい者自立支援協議会・精神分科会  

  平塚保健福祉事務所、ほっとステーション平塚  

  湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター  

65 名  

R1 .9 .20  

平塚市役所  

303 会議室  

「令和元年度第 2 回平塚市計画相談支援連絡会」  

（主催）平塚市障がい者自立支援協議会・計画相談支援分科会  

（共催）湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター  

25 名  

 

R2 .1.31  

平塚市保健セ

ンター   

2 階講堂  

「発達障がい・精神障がいのある方の一般就労について」  

（主催）平塚市障がい者自立支援協議会・就労支援部会  

    障がい者就業・生活支援センターサンシティ  

（共催）伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会・就労支援部

会    

    平塚公共職業安定所  

    湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター  

4 9 名  

R2 .3 .6  

東海大学伊勢

原校舎   

3 - 562 教室  

「小児の地域包括ケアシステムづくり講演会（パート 6）」  

（主催）平塚保健福祉事務所秦野センター  

（共催）湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター  

 －  

合   計  1 39  名   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



44  
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 ̧ R1.6.17 2  

 

 ̧ R1.11.19  

 

 

 ̧ R2.1.17  

                        

  

 ̧ 101 106  
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湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
設
置
要
綱

 

 （
目

 
 
的
）

 

第
1
条

 
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
設
置
要
綱
第

7
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏

域
（
以
下
、「

圏
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
相
談
支
援
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ
て
、
重
層
的
な
体
制
を

構
築
し
、
広
域
的
か
つ
専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
等
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
圏
域
自

立
支
援
協
議
会
（
以
下
、
「
協
議
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
す
る
。

 

 （
組

 
 
織
）

 

第
2
条

 
協
議
会
は
、
別
表
に
掲
げ
る
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

 

2
 
委
員
の
任
期
は
、

2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

 

3
 
委
員
は
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
協
議
事
項
）

 

第
3
条

 
協
議
会
は
、
第

1
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う
。

 

（
１
）
圏
域
に
お
け
る
相
談
支
援
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
２
）
圏
域
に
お
け
る
市
町
の
相
談
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
３
）
圏
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
資
源
に
関
す
る
こ
と

 

 （
役

 
 
員
）

 

第
4
条

 
協
議
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
く
。

 

2
 
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。

 

3
 
会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

 

4
 
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

 

 （
会

 
 
議
）

 

第
5
条

 
協
議
会
は
、
会
長
が
召
集
す
る
。

 

2
 
会
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
に
委
員
以
外
の
も
の
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
部

 
 
会
）

 

第
6
条

 
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
会
に
諮
っ
て
、
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
庶

 
 
務
）

 

第
7
条
 
協
議
会
に
係
る
庶
務
は
、
社
会
福
祉
法
人
常
成
福
祉
会

 
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室
に
お
い

て
処
理
す
る
。

 

 （
そ

 
の

 
他
）

 

第
8
条

 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

 

 付
 

 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成

1
9
年

3
月

2
8
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

付
 

 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成

2
1
年

7
月

8
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 

湘
南
西
部
圏
域
内
相
談
支
援
事
業
所
の
特
定
事
業
所
加
算
・
支
援
体
制
加
算
取
得
状
況

 

 

令
和
元
年

9
月
現
在

 

地
 域

 
事
業
所
名

 
特
定
事
業
所

加
算

 
行
動
障
害

 
支
援
体
制
加
算

 
要
医
療
児
者

支
援
体
制
加
算

 
精
神
障
害
者

支
援
体
制
加
算

 

平  塚 市  

(市
委
託
相
談
併
設

) 
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
平
塚

 
―

 
―

 
―

 
●

 

ト
ム
ト
ム
相
談
室

 
―

 
●

 
―

 
―

 

秦 野 市  

相
談
支
援
事
業
所

 
こ
こ
ろ
の
笑
顔

 
―

 
―

 
―

 
●

 

丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室

 
Ⅱ

 
―

 
●

 
●

 

秦
野
精
華
園
指
定
相
談
支
援
事
業
所

 

「
せ
い
か
」

 
Ⅳ

 
―

 
―

 
●

 

弘
済
学
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

 

「
わ
く
わ
く
」

 
―

 
●

 
―

 
―

 

伊 勢 原 市  
つ
く
し
相
談
室

 
Ⅳ

 
―

 
―

 
●

 

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所

 

ド
リ
ー
ム

 
Ⅳ

 
―

 
―

 
―

 

し
せ
ん
相
談
室

 
Ⅲ

 
―

 
●

 
―

 

障
が
い
者
･
障
が
い
児
相
談
支
援
事
業
所 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
湘
南

 
Ⅳ

 
●

 
―

 
―

 

二 宮 町 

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
し
ん

 
Ⅱ

 
―

 
―

 
―
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在
宅
生
活
を
送
る
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
に
関
わ
る
機
関
が
抱
え
る
課
題

 

（
平
成

2
8
～

3
0
年

 
圏
域
医
療
機
関
懇
談
会
で
挙
が
っ
た
課
題
よ
り
）

 

 ①
レ
ス
パ
イ
ト
に
つ
い
て

 

Õ
 
社
会
資
源
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
機
関
に
利
用
が
集
中
す
る

 

V
 

人
工
呼
吸
器
や
重
積
発
作
と
い
っ
た
高
度
な
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
方
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
医
療
職
の
負
担
が
大
き
い
。

 

V
 

人
工
呼
吸
器
の
方
の
受
け
入
れ
は
月
に

1
名
～

2
名
が
限
界
だ
が
、
出
来
る
だ
け
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

V
 

医
療
区
分
に
よ
っ
て
、
医
療
依
存
度
が
低
い
方
は
日
数
が
制
限
さ
れ
る
。

 

V
 

希
望
時
期
が
集
中
す
る
（

3
～

4
月
、

8
月
、
年
末
年
始
）
。

 

V
 

基
本
的
に
利
用
可
能
な
日
数
が

1
週
間
の
た
め
、
家
族
の
休
日
が
週

1
回
の
み
の
ケ
ー

ス
（

8
日
間
の
利
用
希
望
）
の
受
け
入
れ
先
が
な
く
、
利
用
で
き
な
い
。

 

V
 

保
護
者
の
思
い
・
要
望
が
強
い
方
や
、
急
変
時
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
の
受
け
入
れ
の
難

し
さ
を
感
じ
る
。
実
際
に
利
用
に
至
ら
な
か
っ
た
方
も
い
る
。

 

 

V
 

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
へ
の
ニ
ー
ズ
は
多
い
が
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。
福
祉
施
設
の
た
め

医
師
が
不
在
で
、
高
度
な
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
人
や
人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
篤

な
方
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）

 

V
 

夜
間
の
看
護
師
は
派
遣
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
緊
急
時
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
。
（
あ
ん

し
ん
ネ
ッ
ト
）

 

V
 

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
の
他
の
一
般
短
期
入
所
施
設
へ
の
移
行
は
で
き
て
い
な
い
。

（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）

 

V
 

喀
痰
吸
引
等
研
修
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
た
め
に
職
員
の
派
遣
が
容
易
で
は
な
い
こ

と
、
介
護
職
員
が
提
供
で
き
る
医
療
的
ケ
ア
の
範
囲
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
結
局
は

看
護
師
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
職
員
で
は
不
安
で
看
護
師
配
置
を
希
望
す

る
家
族
が
当
事
業
所
で
は

9
割
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
的
ケ
ア
の
担
当
者
不
足
の

課
題
感
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）

 

Õ
 
動
き
が
多
く
、
常
時
の
見
守
り
と
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
方
の
受
け
入
れ
が
困
難

 

V
 

人
員
体
制
上
、
常
時
の
見
守
り
が
困
難
で
受
け
入
れ
が
難
し
い
。

 

V
 

動
け
る
方
で
、
重
積
発
作
の
リ
ス
ク
が
あ
る
が
医
療
依
存
度
が
低
い
方
の
受
け
入
れ
先

が
な
く
、
地
域
で
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と
感
じ
る
。

 

V
 

医
療
依
存
度
の
高
い
児
童
や
、
知
的
障
害
に
よ
り
人
工
呼
吸
器
を
外
す
行
動
が
あ
る
方

の
受
け
入
れ
先
が
遠
方
に
し
か
な
く
、
身
近
な
地
域
に
な
い
。

 

Õ
 
小
児
の
受
け
入
れ
先
が
少
な
い

 

V
 

障
害
児
の
知
識
や
経
験
が
少
な
い
た
め
、
成
人
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

 

V
 

小
児
科
医
の
人
数
が
不
安
定
で
、
小
児
科
医
が
主
治
医
の
場
合
は
対
応
が
困
難
。

 

V
 

小
児
に
対
応
し
て
い
て
も
、

2
歳
未
満
は
受
け
入
れ
不
可
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
、

1

歳
未
満
は
受
け
入
れ
先
が
な
い
。

 

V
 

乳
幼
児
の
レ
ス
パ
イ
ト
先
は
か
な
り
限
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
込
み
合
っ
て
い
る
た
め

利
用
ま
で
に
半
年
ほ
ど
か
か
る
。
ま
た
、
遠
い
た
め
、
近
隣
の
受
け
入
れ
先
が
欲
し
い

と
い
う
声
が
多
い
。

 

V
 

児
童
の
レ
ス
パ
イ
ト
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
未
就
学
児
は
特
に
医
療
が
濃
厚
な
方

が
多
い
。
児
童
の
利
用
者

3
2
名
の
う
ち
人
工
呼
吸
器
使
用
者
は

1
0
名
だ
が
、
成
人
は

胃
瘻
程
度
で
あ
る
。
「

3
歳
に
な
っ
て
利
用
で
き
る
の
を
待
っ
て
い
た
」
と
い
う
声
も
あ

り
、
ど
う
支
え
て
い
く
か
が
課
題
。

 

②
通
園
・
通
学
、
母
親
の
就
労
に
つ
い
て

 

Õ
 
保
育
園
、
幼
稚
園
、
普
通
学
校
に
看
護
師
配
置
が
な
く
、
預
け
先
や
通
い
先
が
な
い
。
ま

た
、
通
学
支
援
が
な
い
た
め
、
母
親
の
負
担
感
が
大
き
い

 

V
 

経
鼻
栄
養
の
児
童
が
普
通
学
校
に
通
学
す
る
に
は
、
家
族
の
付
き
添
い
が
必
要
と
な

る
。
母
親
が
行
政
へ
看
護
師
の
配
置
を
要
請
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

V
 

片
親
で
働
か
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
遠
く
の
看
護
師
配
置
が
あ
る
保
育
園
へ
通
園
し
て

い
る
が
、
学
齢
期
以
降
の
対
応
が
困
難
。

 

V
 

毎
日
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
で
き
な
い
（
支
給
量
が
限
ら
れ
る
）
た
め
、
母
親
が
自
宅
か
ら

遠
い
場
所
で
通
学
バ
ス
に
乗
せ
て
出
勤
す
る
し
か
な
く
、
職
場
復
帰
が
困
難
。

 

V
 

4
歳
以
上
の
通
園
施
設
は
あ
る
が
、

3
歳
以
下
の
通
所
先
が
な
い
。

 

V
 

き
ょ
う
だ
い
児
の
通
園
・
習
い
事
送
迎
の
合
間
や
仕
事
後
に
、
入
浴
や
排
泄
の
ケ
ア
を

す
る
な
ど
保
護
者
の
負
担
感
が
大
き
い
（
現
在
こ
の
時
間
帯
に
訪
問
し
て
ケ
ア
を
し
て

い
る
）
。
そ
の
為
、
レ
ス
パ
イ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
保
護
者
が
少
し
力
を
抜
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

 

V
 

医
療
的
ケ
ア
児
が
利
用
で
き
る
保
育
園
・
幼
稚
園
が
な
い
た
め
に
育
児
休
暇
終
了
後
も

母
親
が
社
会
復
帰
で
き
な
い
。
ま
た
、
母
親
、
看
護
師
、
保
健
師
と
い
っ
た
少
な
い
人

的
環
境
し
か
な
い
た
め
、
子
ど
も
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
。

 

V
 

き
ょ
う
だ
い
児
の
学
校
行
事
や
通
院
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
の
地
域
活
動
で
母
親
が
長
時
間

外
出
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
日
中
一
時
預
か
り
先
が
な
い
。

 

V
 

一
般
の
幼
稚
園
や
学
校
で
重
症
心
身
障
害
児
の
受
け
入
れ
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
一
方

で
、
健
常
者
の
中
で
育
て
た
い
と
考
え
る
保
護
者
も
い
る
。
重
心
児
に
と
っ
て
本
当
に
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V
 

人
工
呼
吸
器
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
短
期
入
所
の

受
け
入
れ
先
や
、
在
宅
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
時
の
入
所
先
が
な
い
と
い
う
状
況
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
。

 

V
 

学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
看
護
師
が
孤
立
し
て
い
る
。
医
療
的
ケ
ア
の
詳
細
が
分
か
ら
ず
、

保
証
も
な
い
た
め
不
安
で
定
着
し
な
い
。

 

③
連
携

 

Õ
 
関
わ
る
機
関
同
士
の
情
報
の
や
り
取
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
必
要
な
情
報
が
活
か
さ
れ

づ
ら
い

 

V
 

小
児
は
発
達
と
と
も
に
関
係
機
関
が
変
わ
る
た
め
、
入
学
･
卒
業
の
節
目
に
本
人
と
家
族

の
不
安
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
の
連
携
が
重
要
だ
と
感
じ
る
。

 

V
 

訪
問
看
護
以
外
の
通
所
先
等
で
の
ケ
ア
を
聞
き
取
っ
て
い
な
い
た
め
、
退
院
時
に
通
所

先
等
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
な
い
。

 

V
 

児
童
の
症
状
が
変
化
す
る
中
で
医
療
ケ
ア
が
増
え
る
の
は
必
須
で
あ
り
、
退
院
後
の
情

報
収
集
も
課
題
。

 

V
 

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
お
り
、
親
だ
け
で
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は

限
界
が
あ
る
。
親
か
ら
連
絡
を
受
け
た
時
に
子
ど
も
の
状
態
や
ケ
ア
の
変
化
を
聞
く
事

が
多
い
現
状
で
、
主
治
医
の
診
療
情
報
提
供
書
を
依
頼
し
て
保
護
者
に
負
担
を
か
け
る

事
が
あ
る
。

 

V
 

家
族
の
認
識
や
判
断
に
よ
っ
て
病
院
の
看
護
師
に
言
わ
な
い
情
報
も
あ
り
、
内
容
は
家

族
の
判
断
に
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

V
 

退
院
時
に
は
入
院
中
の
経
過
を
関
係
機
関
へ
伝
え
た
方
が
良
い
と
は
思
う
が
、
普
段
ま

っ
た
く
関
わ
り
が
な
い
な
か
で
突
然
連
絡
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
、
家
族
に
サ
マ
リ
ー
を

渡
し
た
後
は
家
族
や
訪
問
看
護
師
か
ら
関
係
機
関
に
情
報
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

 

 

V
 

医
療
的
ケ
ア
の
情
報
が
家
族
か
ら
の
聞
き
取
り
の
み
の
た
め
、
病
院
か
ら
の
情
報
提
供

が
あ
る
と
安
心
し
て
ケ
ア
が
で
き
る
。
（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）

 

  
④
そ
の
他

 

V
 

入
浴
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
介
護
負
担
が
大
き
く
な
り
、
学
齢
期
以
降
は
湯

船
に
浸
か
れ
な
い
状
況
が
あ
る
が
、
行
政
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
利
用
を
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
ヘ
ル
パ
ー
利
用
に
つ
い
て
、
家
族
が
繰
り
返
し
強
く
訴
え
る
と
希
望

が
通
る
が
、
家
族
が
控
え
め
だ
と
認
め
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

 

V
 

医
療
的
ケ
ア
児
の
退
院
後
、
母
親
の
手
技
が
確
立
す
る
と
、
訪
問
看
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
終

了
し
て
家
族
が
介
護
を
抱
え
込
む
傾
向
が
あ
る
。
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
方
が
多
く
、
家
族
の
情

報
量
が
少
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
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湘
南
西
部
圏
域
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

令
和
元
年
度
事
業
所
情
報
交
換
会

 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
出
た
意
見
内
容

 

 ͍
Ͻ
и
˔
Ф

  
 

Õ
 
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
午
前
･午
後
で
担
当
者
を
分
け
て
違
う
視
点
で
見
て
い

る
。

 

Õ
 

0
歳
時
か
ら
の
情
報
を
家
族
に
聞
い
て
収
集
し
、
複
数
の
支
援
者
と
家
族
の
視
点
を
共
有
し
て
、

本
人
の
表
情
を
見
た
り
選
択
肢
を
提
示
し
て
や
り
た
い
こ
と
・
好
き
な
こ
と
を
探
る
。
家
族
に
情

報
を
聞
く
こ
と
で
、
家
族
に
と
っ
て
“
は
け
口
”
に
も
な
っ
て
い
る
様
子
。

 

Õ
 
笑
顔
＝
笑
っ
た
顔
だ
け
で
は
な
い
。
動
作
、
医
療
機
器
（
ア
ラ
ー
ム
等
）
へ
の
反
応
な
ど
も
見
た

り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
の
中
で
表
情
を
見
る
こ
と
も
大
切
（
嫌
な
こ
と
を
表
情
で
訴
え
る
な
ど
）。

笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
発
作
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
支
援
者
間
で
表
情
を
探
り
、
確
認
す

る
こ
と
も
必
要
。
笑
顔
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
色
々
あ
る
。

 

Õ
 
将
来
の
選
択
を
問
う
時
は
、
思
い
を
知
る
た
め
に
将
来
の
様
子
を
具
体
的
に
伝
え
、
楽
し
そ
う
に

感
じ
る
か
ど
う
か
を
聞
く
。

 

Õ
 
同
じ
会
話
を
繰
り
返
し
て
自
分
の
思
い
を
表
出
す
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
方
へ
は
、
毎
日
同
じ
質

問
で
伝
え
る
（
問
う
）
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

  ͎
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и
˔
Ф

  

Õ
 
利
用
者
の
や
り
た
い
こ
と
に
沿
っ
て
支
援
し
て
い
る
。“
お
好
み
焼
き
を
作
り
た
い
”
と
い
う
家

族
の
情
報
か
ら
始
め
、
本
人
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
職
員
も
自
由
な
雰
囲
気
で
、
利
用
者
が
好
き

な
こ
と
だ
け
を
し
て
、
自
由
に
で
き
て
い
る
。

 

Õ
 
活
動
中
は
、
本
人
の
疲
労
に
合
わ
せ
て
眠
る
の
も

O
K
。
身
体
の
状
況
を
み
て
何
を
す
る
か
考
え
、

そ
の
時
の
最
大
限
の
こ
と
を
す
る
。

 

Õ
 
利
用
者
の
特
性
に
合
わ
せ
、

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
職
員
間
の
情
報

交
換
や
会
話
、
声
掛
け
が
多
い
。

 

Õ
 
強
度
行
動
障
害
の
方
も
い
る
た
め
、
特
定
の
人
か
ら
人
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

 

Õ
 
生
活
介
護
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
や
り
方
が
違
う
が
、
生
活
介
護
で
も
、
や
り
た
い
こ

と
を
や
る
と
い
う
の
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 

Õ
 
年
齢
相
応
の
対
応
を
し
て
い
る
。

 

Õ
 
本
人
に
声
を
出
す
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
発
声
を
大
事
に
し
て
い
る
。

 

Õ
 
職
員
の
発
信
が
利
用
者
の
言
葉
に
な
る
た
め
、
何
人
か
で
確
認
を
す
る
こ
と
が
大
切
。

 

Õ
 
個
別
支
援
計
画
の
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
が
難
し
い
。
個
別
で
は
好
き
嫌
い
の
意
思
を
表
現
し
、
集
団
生

活
で
大
事
な
こ
と
も
伝
え
て
い
き
た
い
が
、
難
し
い
方
も
い
る
。

 

Õ
 
計
画
相
談
支
援
で
は
保
護
者
か
ら
聞
く
ニ
ー
ズ
が
多
く
、
事
業
所
の
個
別
支
援
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
事
柄
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
計
画
相
談
支
援
で
も
利
用
者
の
気
持
ち
を
汲

み
と
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。

 

 ͏
Ͻ
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Õ
 
家
族
か
ら
の
情
報
を
集
め
、
重
心
の
方
に
ど
の
よ
う
に
活
動
に
参
加
い
た
だ
く
か
を
工
夫
し
、
関

わ
り
や
感
覚
、
感
触
、
匂
い
な
ど
の
働
き
か
け
で
反
応
を
見
て
い
る
。

 

Õ
 
両
親
が
子
育
て
を
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
、
本
人
の
レ
ベ
ル
を
知
り
、
感
じ
て
、
子
ど
も
が

い
る
こ
と
で
幸
せ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

Õ
 
自
分
の
感
覚
で
対
応
し
て
い
る
が
、
家
族
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
な
ど
、
支
援
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
。
本
人
の
意
思
を
知
る
た
め
に
も
、
家
族
の
意
向
や
家
族
と
の
関
わ
り
が
大
切
。

 

Õ
 
年
齢
に
合
わ
せ
て
声
掛
け
・
対
応
を
し
、
年
齢
に
よ
っ

て
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
言
語
聴
覚

士
の
評
価
に
基
づ
い
て
関
わ
っ
て
い
る
。

 

Õ
 
本
人
の
意
思
決
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
難
し
さ
を
感
じ
る
。 

Õ
 
中
学
生
に
な
る
と
、
自
己
主
張
が
豊
か
に
な
る
。

 

Õ
 
家
族
の
都
合
で
サ
ー
ビ
ス
を
組
む
と
、
本
人
に
と
っ
て
必

要
か
が
分
か
ら
な
い
。
小
さ
い
頃
か
ら
相
談
員
が
関
わ

っ
て
本
人
目
線
で
考
え
る
の
が
良
い
が
、
難
し
い
。
幼
少
期
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
方
が
得
だ
と

い
う
考
え
の
方
が
い
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
過
ぎ
て
家
族
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
方
も
い
る
。

本
人
は
親
の
雰
囲
気
に
良
く
気
づ
く
た
め
、
本
人
の
意
思
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
す
る
の
か
が
読

み
取
り
づ
ら
い
。
制
度
へ
の
提
言
が
で
き
れ
ば
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

  ͐
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˔
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Õ
 
小
学
生
の
時
は
親
の
期
待
が
大
き
く
要
望
が
多
い
が
、
成
長
に
つ
れ
て
親
の
要
望
が
減
っ
て
く
る
。 

Õ
 
本
人
の
希
望
と
親
の
希
望
は
違
う
。
親
の
希
望
優
先
と
な
っ
て
い
る
か
、
支
援
計
画
等
に
本
人
の

希
望
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認
が
必
要
。

 

Õ
 
成
長
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
発
信
力
を
引
き
出
す
た
め
に
小
さ
な
変
化
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。 

Õ
 
長
年
関
わ
っ
て
い
る
と
本
人
が
何
を
し
て
ほ
し
い
か
分
か
る
が
、
違
っ
て
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

Õ
 
進
路
は
本
人
が
現
地
に
行
っ
て
肌
で
感
じ
、
表
情
の
良
い
所
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

Õ
 
重
心
の
方
は
童
謡
が
好
き
と
は
限
ら
ず
、
今
ど
き
の
曲
な
ど
を
流
し
た
方
が
反
応
が
良
い
こ
と
も

あ
る
。
親
の
情
報
と
本
人
の
反
応
が
違
う
場
合
も
あ
る
た
め
、
先
入
観
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

 

 

 ͑
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Õ
 
経
験
が
少
な
い
た
め
小
児
の
ケ
ア
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
が
、
母
か
ら
情
報
を
得
て
、
母
が
や

っ
て
い
る
こ
と
を
後
押
し
し
て
寄
り
添
う
形
で
関
わ
り
、
母
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
変
化

し
て
い
く
生
活
や
き
ょ
う
だ
い
児
の
状
況
を
含
め
、
ケ
ア
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
る
。

 

Õ
 
複
数
の
目
（
多
角
的
視
点
）
で

1
人
を
み
る
こ
と
が
必
要
。

 

Õ
 
表
情
（
つ
ら
い
時
は
涙
が
出
る
、
な
ど
）
で
分
か
っ
た
り
、
身
体
症
状
（
熱
、
便
秘
な
ど
）
か
ら
緊

張
状
態
な
ど
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
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Õ
 
川
遊
び
、

IK
E

A
、
コ
ス
ト
コ
に
一
緒
に
（
希
望
す
る
家
族
も
）
行
く
な
ど
、
家
族
が
子
ど
も
と
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
活
動
を
提
供
し
、
や
り
た
い
と
い
う
思
い
を
引
き
出
す
。

 

Õ
 
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
普
通
に
で
き
る
よ
う
に
経
験
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
、
家
族
の
肯
定
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

 

Õ
 
基
本
的
に
は
自
分
で
や
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

 

Õ
 
支
援
計
画
に
本
人
の
希
望
を
入
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
細
か
に
し
て
い
く
。

 

Õ
 
家
族
と
電
話
等
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
情
報
交
換
を
し
、
本
人
か
ら
聞
き
出
せ
な
い
時
は
家
族
か
ら

聞
き
出
す
。
ま
た
、
送
迎
時
に
家
族
と
世
間
話
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

利
用
者
の
情
報
共
有
を
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

 

Õ
 
表
情
を
見
て
意
思
を
汲
む
が
、
普
段
を
見
て
い
な
い
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

Õ
 
職
員
に
よ
っ
て
関
係
性
が
異
な
り
、
本
人
の
発
言
が
違
う
た
め
、
色
々
な
職
員
と
の
関
わ
り
の
中

で
本
音
を
探
り
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
本
人
の
表
・
裏
を
見
な
が
ら
、
職
員
か
ら
誘
導
せ
ず
に
本

人
主
体
の
行
動
を
待
ち
、
引
き
出
し
て
い
る
。

 

Õ
 
自
閉
症
の
方
の
様
子
に
つ
い
て
、
何
故
そ
う
な
る
の
か
を
大
切
に
し
て
そ
の
時
々
の
反
応
を
見
た

り
、
ど
の
よ
う
な
声
か
け
に
ど
う
反
応
す
る
か
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
る
。

 

  ͔
Ͻ
и
˔
Ф

  

Õ
 
親
と
の
会
話
か
ら
情
報
を
得
る
が
、
関
係
各
所
か
ら
の
情
報
と
家
族
か
ら
の
情
報
の
食
い
違
い
を

ど
の
よ
う
に
家
族
に
理
解
し
て
も
ら
う
か
が
難
し
い
。

 

Õ
 
表
情
の
ほ
か
に
、
ま
ば
た
き
、
足
の
動
き
な
ど
も
見
て
考
え
、
家
族
の
方
に
も
聞
き
取
り
を
し
て

み
る
。
ま
た
、
色
々
な
刺
激
（
匂
い
、
光
、
触
覚
な
ど
）
を
提
供
し
て
、
反
応
を
見
る
。

 

Õ
 
チ
ー
ム
で
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
の
中
で
の
変
化
か
ら
読
み
取
る
（
よ
く
観
察
す
る
）。
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令
和
元
年
度
湘
南
西
部
圏
域
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

  
活
動
報
告
書
の
平
成

3
0
年
度
版
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
報

告
書
は
会
議
等
で
挙
が
っ
た
意
見
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
感
想
を
広
く
発
信

し
、
圏
域
内
で
共
に
活
動
す
る
方
々
に
必
要
な
部
分
を
活
用
い
た
だ
く

こ
と
、
ま
た
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
版
は
、
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議

会
で
使
用
し
た
事
務
局
作
成
資
料
を
中
心
に
多
数
掲
載
し
、
臨
場
感
を

も
っ
て
報
告
内
容
を
確
認
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。

「
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
」
を
検
索
し
、「
ナ
ビ
だ
よ
り
」
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
是
非
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

 
今
年
度
の
現
時
点
で
の
活
動
予
定
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。
昨
年
度
ま
で
の
流
れ
を
継
承
し
、
関
係
機
関
の
方
々

と
連
携
し
て
各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 1
. 
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議
会

 

 
 

 
日
程

 
第

1
回
会
議

 
令
和
元
年

7
月

1
7
日
（
水
）
伊
勢
原
市
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

 

 
 

 
 

 
 
第

2
回
会
議

 
令
和
元
年

1
0
月

2
3
日
（
水
）
秦
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

 
 

 
 

 
 
第

3
回
会
議

 
令
和

2
年

3
月

4
日
（
水
）
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

 

今
年
度
は
、
委
員
改
選
の
年
で
す
。
各
市
町
協
議
会
、
専
門
機
関
、
圏
域
に
お
け
る
課
題
と
取
り
組
み
の

報
告
、
意
見
交
換
を
中
心
に
運
営
す
る
予
定
で
す
。

 

 

2
. 
湘
南
西
部
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

日
程

 
第

1
回
会
議

 
令
和
元
年

6
月

1
7
日
（
月
）
平
塚
市
役
所

 

地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
整
備
、
人
材
育
成
を
中
心
に
、
年
に

3
回
の
会
議
で
意
見
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
す
。
相
談
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

 

 

3
. 
湘
南
西
部
圏
域
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

日
程

 
第

1
回
会
議

 
令
和
元
年

9
月

6
日
（
金
）
神
奈
川
県
立
平
塚
養
護
学
校

 

年
に
会
議
を

2
回
、
事
業
所
情
報
交
換
会
、
医
療
機
関
懇
談
会
を
そ
れ
ぞ
れ

1
回
ず
つ
予
定
し
て
い
ま

す
。

 

 

 

              

平
成

3
0
度

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域

 

地
域
生
活

 

活
 動

 報
 告

 書

神
奈
川
県
障
害
保
健
福
祉
圏
域
相
談
支
援
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業

 

平
成

3
1
年

4
月

 

社
会
福
祉
法
人
常
成
福
祉
会

 
 

丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室
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神
奈
川
県
か
ら
、
平
成

3
1
年

4
月

1
日
現
在
の
相
談
支
援
専
門
員
の
実
人
数
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
秋
以
降
は
、
公
表
時
期
が
半
年
ご
と
に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
湘
南
西
部
圏
域
内
市
町
で
は
、
平
塚
市

4
6

名
（
前
回
比

+
1
）、
秦
野
市

3
7
名
（

-3
）、
伊
勢
原
市

3
1
名
（

+
7
）、
大
磯
町

2
名
（

+
2
）、
二
宮
町

1
0

名
（
±

0
）
で
あ
り
、
全
体
で

7
名
増
え
ま
し
た
。
相
談
支
援
事
業
所
の
新
設
と
休
止
、
人
事
異
動
な
ど
複
数

の
理
由
で
実
人
数
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
支
援
専
門
員
が
足
り
て
い
る
と

い
う
実
感
は
依
然
と
し
て
無
い
よ
う
で
す
。
今
年
度
は

3
年
ぶ
り
に
神
奈
川
県
に
よ
る
相
談
支
援
専
門
員
の
実

態
把
握
調
査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
そ
れ
を
基
に
し
て
新
た
な
体
制
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

 
 

 指
定
特
定
（
障
害
児
）
相
談
支
援
事
業
所
に
お
け
る

 

 
 

 
 

 
 

 
相
談
支
援
専
門
員
の
実
人
数
が
公
表
さ
れ
る

 

【
あ
と
が
き
】
改
元
フ
ィ
ー
バ
ー
が
過
ぎ
て
、
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
お
祭
り
騒
ぎ
に
眉
を
ひ
そ
め
る

向
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
生
活
に
楽
し
み
や
喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
よ
ね
。
誰
も
が
希
望
を
も

っ
て
生
活
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
 

平
成

3
1
年
度
秦
野
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
研
修
会

 
 

 
 
「
意
思
決
定
支
援
再
考

 
～
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
か
ら
学
ぶ
～
」

 
 

 
 

日
 
時

 
：
令
和
元
年

7
月

6
日
（
土
）

1
3
時
半
～

1
6
時
半

 
／

 
会

 
場

 
：
秦
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

 
 
主

 
催

 
：
秦
野
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
／

 
参
加
費

 
：
無
料

 
／

 
定

 
員

 
：

3
5
名

（
先
着
順
）

 

講
 
師

 
：
和
泉
短
期
大
学
教
授
・
社
会
福
祉
士

 
鈴
木
敏
彦

 
氏

 

＊
平
塚
市
、
伊
勢
原
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
か
ら
は
若
干
名
の
参
加
が
可
能
で
す
。

 

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
湘
南
西
部
圏
域
市
町
の
地
域
協
議
会
事
務
局
か
ら
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
等
の
案
内
を
確
認

の
上
、
専
用
の
申
し
込
み
用
紙
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
ま

で
。

 

（
H

3
0
年
度
第

3
回
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
資
料
を
一
部
改
変
）
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【
あ
と
が
き
】
今
年
は
横
浜

De
NA

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が
調
子
い
い
で
す
ね
。
首
位
と
の
ゲ
ー
ム
差
を
ひ
っ
く
り
返
し

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。
梅
雨
明
け
と
共
に
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
そ
う
で
す
。
 

 
令
和
元
年

7
月

2
4
日
（
水
）
に
二
宮
町
学
習
セ
ン
タ
ー
ラ
デ
ィ
ア
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

事
務
局
は
、
大
磯
町
・
二
宮
町
で
す
。
圏
域
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
は
、
平
成

2
7
年
度
に
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、
平
成

2
9
年
度
途
中
ま
で
は
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
と
事
務
局
以
外
は
同
じ
委

員
構
成
で
同
日
開
催
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
相
互
に
事
務
局
が
会
議
に
出
席
し
連
携
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

 

昨
年
度
は
圏
域
内
の
当
事
者
団
体
、
相
談
支
援
事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、
障
害
者
差
別
事
例
の
収
集
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
そ
れ
に
加
え
、
好
事
例
の
収
集
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
障
害

者
差
別
事
例
の
報
告
で
は
、
飲
食
店
を
利
用
し
た
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
背
景
に
行
き
違
い
が
生
じ
、
店
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
事
例
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
当
事
者

委
員
か
ら
は
、
共
感
的
に
理
解
で
き
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
や
、
店
が
独
自
で
障
害
の
あ
る
人
へ
の
接
客
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
ま
ず
一
声
か
け
て
み
る
、
な
ど
）
を
用
意
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
行
政
や
団
体

が
用
意
す
る
こ
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
か
ら
悪
気
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
配
慮
の
仕
方
を
知
ら
な

い
だ
け
の
方
た
ち
に
、
よ
き
理
解
者
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
あ
る
、
と
強
く

感
じ
た
事
例
で
し
た
。

 

 

令
和
元
年
度
湘
南
西
部
圏
域
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
第

1
回
会
議
参
加
報

告
 

 

 精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
自
宅
や
地
域
で
の

 
生
活
支
援
を
考
え
る
連
絡
会

 

日
 
時

 
令
和
元
年

 
８
月
２
６
日
（
月
）

1
7
時

0
0
分
～

1
9
時

4
5
分
（

1
6
時

3
0
分
～
受

付
）

 

場
 
所

 
平
塚
市
役
所
・
平
塚
税
務
署

 
３
階

 
３
０
２
会
議
室

 
 

 
 

 
 

 
※
昨
年
か
ら
駐
車
場
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

開
催
者

 
平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
地
域
生
活
支
援
部
会
精
神
分
科
会

 
 

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
平
塚
（
精
神
障
が
い
者
地
域
移
行
・
地
域
定
着
支
援
事
業
）

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
に
よ
る
合
同
開
催

 

対
 
象

 
精
神
保
健
福
祉
に
関
係
す
る
諸
機
関
の
ス
タ
ッ
フ

 

（
平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
・
秦
野
市
・
伊
勢
原
市
内
の
居
宅
介
護
事
業
所
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
精
神
科
病
院
、
診
療
所
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
就
労
支
援
事
業
所
、
相
談
支
援
事
業
所
、
行
政
機
関
な
ど
）

 

内
 
容

 
➀
講
義
『
精
神
科
疾
患
や
精
神
障
が
い
が
、
当
事
者
の
生
活
に
ど
う
影
響
す
る
か
？
（
仮

題
）』

 

 
 

 
 

 
 

 
 
講
師

 
上
田

 竹
人

 
先
生
（
ゆ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
精
神
科
医
師
）

 

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

 

テ
ー
マ

 
『
訪
問
し
て
い
る
時
に
、
利
用
者
の
方
の
体
調
が
心
配
に
な
っ
た
と

き
』

 

申
 
込

 
湘
南
西
部
圏
域
市
町
の
地
域
協
議
会
事
務
局
か
ら
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
等
の
案
内
を
確
認
の

上
、
チ
ラ
シ
裏
面
の
専
用
の
申
込
み
用
紙
か
ら
Ｆ

a
x
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ

が
な
い
方
は
、
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

締
 
切

 
令
和
元
年

 
8
月

2
1
日
（
水
）
到
着
分
ま
で

 

                             
 

  
  

  
 

  
 

 
 

 

 
令
和
元
年

7
月

1
7
日
（
水
）
に
、
伊
勢
原
市
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
委
員
改
選
期
で
あ
り
、
異
動
等
に
よ
る
変
更
も
含
め
て
新
た
に

1
0
人
の
委
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
精
神
障
害
の
あ
る
当
事
者
委
員
も
新
し
い
方
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
副
会
長
の
選
任
で
は
、
昨
年
度
ま
で

4
期

8
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
本
協
議
会
会
長
を
務
め
て
来
ら
れ

た
、
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
鈴
木
治
郎
委
員
か
ら
の
ご
推
薦
も
あ
り
、
満
場

一
致
の
承
認
を
得
て
次
の
お
二
人
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

会
長

 
 
社
会
福
祉
法
人
素
心
会

 理
事
長

 萩
原
勝
己

 委
員

 

副
会
長

 
秦
野
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

 会
長

 相
原
和
枝

 委
員

 

 
議
題
で
は
、
ま
ず
報
告
事
項
と
し
て
、
各
市
町
協
議
会
の
今
年
度
の
取
り
組
み
予
定
、
圏
域
で
活
動
す
る

7
つ
の
機
関
の
昨
年
度
の
取
り
組
み
概
要
・
課
題
と
今
年
度
の
取
り
組
み
予
定
、
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

続
く
協
議
事
項
で
は
、
圏
域
内
各
市
町
に
お
け
る
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
の
進
捗
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
国
の
基
本
指
針
で
は
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
つ
い
て
、

令
和

2
年
度
末
ま
で
に
各
市
町
又
は
各
圏
域
に
少
な
く
と
も

1
つ
を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

7
月

9
日
に
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
県
内
各
市
町
村
に
対
し
て
の
整
備
状
況
調

査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

5
つ
の
機
能
の
う
ち
、
緊
急
時
の
受
け
入
れ
機
能

（
他
に
、
相
談
、
体
験
の
機
会
・
場
、
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
地
域
の
体
制
づ
く
り
）
に
つ
い
て
は
、

平
成

2
9
年
度
の
本
協
議
会
に
お
け
る
圏
域
課
題
の
一
つ
と
し
て
整
理
し
、
以
降
継
続
し
て
圏
域
内

2
市
の

 

 令
和
元
年
度
第

1
回
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
開
催

 
 

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
共
有
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
能
の
実
現
に
苦
労
し
て

い
る
自
治
体
は
多
く
、
既
に
仕
組
み
を
整
え
た
と
い
う

県
内
の
地
域
で
す
ら
実
効
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の
課

題
は
残
っ
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。
湘
南
西
部
圏
域
各

地
で
は
地
域
特
性
を
活
か
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
今
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
で
は
、
継
続
し
て
地
域

生
活
支
援
拠
点
整
備
に
つ
い
て
確
認
の
場
を
設
け
る
こ

と
と
し
、
地
域
協
議
会
で
も
連
動
し
て
こ
の
議
題
で
協

議
を
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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令
和
元
年

8
月

3
0
日
に
開
催
さ
れ
た
第

1
回
平
塚
市
障
が
い
者
自
立

支
援
協
議
会
で
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
議
題
の
一
つ
と
し
て
挙

が
り
、
今
後
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
平
塚
市
計
画
相
談
支
援
分
科
会
は
、
今
年

6
月
に
計
画
相
談
支
援
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
市
内
の
相
談
支
援
事
業
所

同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
を
作
り
ま
し
た
。

9
月

2
0
日
の
第

2
回

連
絡
会
で
は
、「
相
談
支
援
を
行
う
上
で
困
っ
て
い
る
事
、
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
う
事
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
相
談
支
援
専
門
員
が

意
見
交
換
し
、
相
談
支
援
体
制
上
の
地
域
課
題
と
し
て
整
理
し
発
表
し
て

い
ま
す
。
計
画
相
談
支
援
分
科
会
は
、

1
0
月

2
日
に
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
、
今
回
挙
げ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
を
集
約
し
て
地
域
課
題
と
し
て
改

め
て
整
理
し
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
に
向
け
た
基
礎
資
料

と
す
る
と
と
も
に
、

1
2
月

1
8
日
開
催
の
第

3
回
連
絡
会
で
報
告
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

 

2
0

1
9
年
度
第

2
回
平
塚
市
計
画
相
談
支
援
連
絡
会

 開
催
さ
れ
る

 
 

湘
南
西
部
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
の
状
況
に
つ
い
て

 

 
令
和
元
年

9
月

6
日
に
、「
第

1
回
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
方
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」（
於

 
神
奈
川
県
立
平
塚

養
護
学
校
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
神
奈
川
県
障
害
福
祉
課
の
方
か
ら
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
、
ケ
ア
付
き
通
学
支
援
事
業
等

の
概
要
と
現
状
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
他
に

は
、
新
た
な
家
族
会
の
立
ち
上
げ
、
停
電
時
の
公
共
機
関
に
お
け
る
電
源
確
保

の
状
況
な
ど
、
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
 

 

 
 

 
9
月

2
4
日
に
は
「
第

2
回
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」（
於

 
大
磯

町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
第

1
回
会
議
結
果
の
振

り
返
り
資
料
を
基
に
し
た
そ
の
後
の
各
地
域
で
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況

報
告
の
他
、
各
種
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

実
践
推
進
校
や
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
の
あ
り
方
、
育
児
支
援
へ
の
関
わ
り

の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

 

                                     

【
あ
と
が
き
】
当
法
人
で
は
、
体
育
の
日
に
地
元
自
治
会
の
方
々
と
一
緒
に
「
秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
の
準
備
が
始
ま
る
と
、
秋
の
訪
れ
を
実
感
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 
今
年
度
も
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
事
例
検
討
会
と
の
合
同
開
催
で
、
圏
域
事
例
検
討
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
と
同
じ
く
Ｇ
Ｓ
Ｖ
の
手
法
を
使
っ
た
事
例
検
討
会
で
、
年

4
回
開
催
予
定
で
す
。
事
前
に
提
出
い
た
だ
い
た

1
事
例
を
じ
っ
く
り
検
討
し
ま
す
。
対
象
は
湘
南

西
部
圏
域
の
事
業
所
の
方
々
で
、
ど
の
回
に
も
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
年
の
初
任
者

研
修
を
終
え
た
ば
か
り
の
方
も
大
歓
迎
！
！
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

 第
1
回

 
「
伊
勢
原
市

 
相
談
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た
事
例
検
討
」

 

主
催
：
伊
勢
原
市
障
が
い
者
と
く
ら
し
を
考
え
る
協
議
会

 
相
談
支
援
部
会

 

日
時
：
令
和
元
年

1
1
月

2
1
日
（
木
）
午
前

1
0
時
～
午
後

1
2
時

 ／
 会
場
：
伊
勢
原
市
役
所

 
／

 
費
用
：
無
料

 

 第
2
回

 
「

2
0

1
9
年
度

 
第

1
回
平
塚
市
相
談
支
援
専
門
員
研
修
会
」

 

主
催
：
平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

 

日
時
：
令
和
元
年

1
1
月

2
2
日
（
金
）
午
後

5
時
半
～

7
時
半

 
／

 
会
場
：
平
塚
市
役
所

 
／

 
費
用
：
無
料

 

  注
１
全
て
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。
湘
南
西
部
圏
域
市
町
の
地
域
協
議
会
事
務
局
等
か
ら
案
内
メ
ー
ル
が

1
1
月

初
め
こ
ろ
に
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
の
で
、
到
着
後
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

注
２
ご
不
明
な
点
は
、
当
圏
域
ナ
ビ
（
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

令
和
元
年
度

 湘
南
西
部
圏
域
事
例
検
討
会

 の
お
知
ら
せ

 

神
奈
川
県
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修

1
コ
ー
ス
終
了

 

 
神
奈
川
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
研
修
会

を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年

9
月

2
7
日
に
今
年
度
の

1
コ
ー
ス
（

9
5
名
）
の
受
講
生
が

研
修
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

 

「
柔
軟
に
支
援
を
考
え
て
良
い
こ
と
に
気
付
け
た
の
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。」

 

「
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
支
援
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
他
の
方
か
ら
沢
山
出
て
き
た
。」

 

「
和
や
か
な
雰
囲
気
は
す
ご
く
安
心
で
き
て
相
談
し
や
す
い
な
と
感
じ
た
。
事
業
所
の
会
議
で
も
工
夫
し
て

み
た
い
。」
…
な
ど
、
受
講
生
は
相
談
支
援
に
関
わ
る
多
く
の
事
を
学
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

 

 
湘
南
西
部
圏
域
内
市
町
で
は
、
相
談
支
援
専
門
員
の
連
絡
会
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
く
、
全
て

の
地
域
で
Ｇ
Ｓ
Ｖ
の
手
法
を
用
い
た
事
例
検
討
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
地
域

の
仲
間
と
共
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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令
和
元
年
１
０
月
２
３
日
（
水
）
に
、
秦
野
市
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
７
月
の
会
議
で
の
課

題
提
起
を
受
け
て
、
「
地
域
共
生
社
会
（
と
も
に
生
き
る
社

会
）
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
行
政
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人
（
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
）
、
教
育
の
立
場
か
ら
、
６
つ
の
実
践
報
告
（
障
害
の

あ
る
人
が
出
向
い
て
地
域
住
民
と
一
緒
に
活
動
し
交
流
を

深
め
る
事
例
、
事
業
所
が
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
叶
え
る
活

動
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人

 
 

 

が
自
然
に
居
合
わ
せ
る
場
を
作
っ
た
事
例
な
ど
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
当
事

者
委
員
よ
り
“
共
生
社
会
と
は
、
障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
許
し
合
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
れ

ば
社
会
は
新
し
い
方
向
に
進
ん
で
行
け
る
”
な
ど
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
子
ど
も
が
関
わ
る
事
例
が
半
数
あ
り
、
将
来
へ
の
期
待
が
自
然
に
湧
い
て
く
る
も
の
で
し

た
。

 

 
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
は
前
回
会
議
の
中
心
的
議
題
と
し
て
扱
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時

の
議
論
を
受
け
て
、
今
回
は
改
め
て
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
意
味
を
確
認
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
特
に
【
緊
急
時
の
受
け
入
れ
】
機
能
の
実
現
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
短
期
入
所
の
面
的

整
備
を
進
め
る
場
合
に
、
実
効
的
な
仕
組
み
と
す
る
た
め
の
課
題
を
整
理
し
共
有
し
て
い
ま
す
。

 

令
和
元
年
度
第

2
回
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
開
催

 
 

                                     

 
令
和
元
年

1
1
月

1
9
日
（
火
）
に
、
東
海
大
学
付
属
病
院
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
４
回
目
と
な
る
本
懇
談
会
は
、
拡
大
会

議
と
位
置
づ
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
機
関
中
心
の
メ
ン
バ
ー
に
加

え
て
新
た
に
２
病
院
の
小
児
科
の
医
師
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
支
援
に
数
多
く
携
わ
っ

て
い
る
相
談
支
援
事
業
所
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平

塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野
セ
ン
タ
ー

 
小
児
特
定
疾
病
部
会
の
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
か
ら
の
事
例
報
告
の
た
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
と
し
て
秦
野
市
・
伊
勢
原
市
の
障
害
福
祉
担
当
課
か
ら
も
ご

 

令
和
元
年
度
第
１
回
・
第
２
回
湘
南
西
部
圏
域
事
例
検
討
会

 
 

令
和
元
年
度
圏
域
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
を

 

必
要
と
す
る
方
を
支
援
す
る
医
療
機
関
懇
談
会

 
開
催

 
 

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

 
事
例
報
告
後
の
意
見
交
換
で
も
様
々
な
取
り
組
み
や
事
例
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
も
こ
の
懇
談
会
か
ら
新
た

な
医
療
機
関
と
地
域
の
連
携
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
終
了
し
て
い
ま
す
。

 

 
前
号
で
ご
案
内
し
た
、
「
伊
勢
原
市
相
談
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 
グ
ル
ー
プ
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た
事
例
検
討

(Ｒ
1

.1
1

.2
1
）
」
、
「
平
塚
市
相
談
支
援
専
門
員
研

修
会
（

R
1

.1
1

.2
2
）
」
と
合
同
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
事
例
で
し
た
が
、
焦

点
は
共
に
障
害
の
あ
る
人
の
意
思
形
成
支
援
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
選
択
す
る
経
験
の
少

な
か
っ
た
そ
の
人
の
迷
い
、
自
分
な
り
の
答
え
を
出
す
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
な
機
会
と
し

て
捉
え
て
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
年
の
相
談
支
援
専
門
員
初
任
者
研
修
を
終

え
た
ば
か
り
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
今
後
の
事
例
検
討
会
の
展
開
に
よ
り
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

 

日
時
：
令
和
２
年
１
月
１
７
日
（
金
）

 
１
８
：
０
０
～
２
０
：
０
０

 

場
所
：
ソ
ー
レ
平
塚

 
３
階

 
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

 
（
平
塚
市
寺
田
縄
２
６
５
−
１
）

 

対
象
：
湘
南
西
部
圏
域
内
の
重
症
心
身
障
害
児
者
・
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
を
支
援
し
て
い
る
（
考
え
て
い
る
）
事
業
所

 

申
し
込
み
〆
切
：
令
和
元
年
１
２
月
２
７
日
（
金
）

 

【
あ
と
が
き
】
来
年
は
つ
い
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
ね
。
第
１
回
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
に
漏
れ
た
私
は
、
ビ
ー
ル

4

箱
分
の
シ
ー
ル
を
集
め
て
、
ビ
ー
ル
会
社
の
決
勝
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。
当
選
し
ま
す
よ
う
に
。

 

お
申
し
込
み
は
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
（
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
付
き
）
で
。
ご
不
明
な
点
は
、
当
圏
域
ナ
ビ
ま
で
。

 

ӳ
ᶷ
Ḣ

 
Ⱳ

ὡ
Ѓ
֗

 
ӣ

ⱳ
 

 
̉
ᴇ
Ϸ
₴
↓

 
 

 
˗

Ḹ
˧

̝
 

 

 
!

ᶩ
!

!
Ҙ

! 
重
症
心
身
障
害
児
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
暮
ら
し
や
日
中
活
動
等
を
支
え
る
支
援
者
ど
う
し
の
交
流
を
深
め
、

連
携
の
促
進
と
普
及
啓
発
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
普
段
な
か
な
か
見
学
に
行
け
な
い
他
の
事
業
所
の
様
子
を
知
る
こ
と

と
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
“
思
い
の
理
解
、
意
思
確
認
の
難
し
さ
óに

焦
点
を
あ
て
、
日
頃
現
場
で
支

援
に
あ
た
る
介
護
職
、
看
護
職
の
方
々
と
の
率
直
な
意
見
交
換
を
と
お
し
て
、
み
な
さ
ん
と
利
用
者
の
方
々
が
安
心
で
き
る
支
援
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
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本
事
業
は
、
県
域
の
相
談
支
援
専
門
員
を
対
象
に
、
今
年
度
よ
り
支
援
困
難
事
例
に
関
す
る
専
門
的
か
つ

継
続
的
な
助
言
等
を
行
う
事
業
と
し
て
神
奈
川
県
が
各
障
害
保
健
福
祉
圏
域
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
圏
域
ナ
ビ
）
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
支
援
専
門
員
か
ら
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

等
を
通
じ
て
（
ま
た
は
直
接
）
支
援
依
頼
を
受
け
た
圏
域
ナ
ビ
が
、
専
門
機
関
（
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

の
教
員
、
神
奈
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
精
神
科
医
や
福
祉
職
等
）
と
調
整
を
行
っ
て
開
催
し
た
事

例
検
討
会
で
の
専
門
機
関
に
よ
る
見
立
て
や
助
言
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
支
援
の
伴
走
者
と
し
て
必
要
な
期

間
関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
援
困
難
事
例
を
支
援
す
る
相
談
支
援
専
門
員
を
後
方
支
援
す
る
こ
と
に
併
せ
て
、

地
域
の
中
心
と
な
る
相
談
支
援
専
門
員
を
育
成
す
る
こ
と
が
事
業
の
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
や
委
託
相
談
支
援
事
業
所
に
も
本
事
業
へ
の
協
力
と
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

2
事
例
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当
圏
域
で
は
地
域
協
議
会
の
相
談
支
援
部
会
や
連
絡
会
等
で
こ

の
事
業
を
ご
案
内
し
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
事
例
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
改
め
て
今
後
の

進
捗
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

 

 
1
月

2
9
日
に
、
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
各
地
域
で
の
相
談
支
援
体
制
整
備
に
関
す
る
取
り
組
み
や
課
題

（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
、
相
談
支
援
専
門
員
の
退
職

や
事
業
所
閉
止
に
伴
う
引
継
ぎ
の
困
難
さ
と
事
前
の
対
策
、
地
域
生

活
支
援
拠
点
整
備
の
進
捗
と
整
備
完
了
の
示
し
方
、
な
ど
）
に
つ
い

て
意
見
・
情
報
を
交
換
し
ま
し
た
。
大
幅
に
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
ま

し
た
が
、
多
岐
に
わ
た
る
協
議
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

 

 

令
和
元
年
度

 
神
奈
川
県
相
談
支
援
体
制
充
実
強
化
事
業
に
つ
い
て

 
 

【
あ
と
が
き
】
去
年
の
初
め
に
は
無
か
っ
た
の
に
、
気
づ
い
た
ら
、
ス
マ
ホ
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ア
プ
リ

が
複
数
入
っ
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
に
は
財
布
を
持
っ
て
入
ら
な
い
の
が
定
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
の
流
れ
に
従

っ
て
、
生
活
様
式
も
変
化
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。
 

第
3
回
圏
域
相
談
支
援
Ｎ
Ｗ
会
議

 開
催

 

                            
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
1
月

1
7
日
（
金
）

1
8
時
か
ら
、
今
年
も
ソ
ー
レ
平
塚

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
湘
南
西
部
圏
域
内
に
新
設
さ
れ
た
事
業
所
も
含
め
、

重
症
心
身
障
害
（
以
下
、
重
心
と
い
う
。）
児
者
・
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
を
支
援
す
る

1
8
事
業
所
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
広
域
専
門
機
関
、
行
政
、
特
別
支
援

学
校
か
ら
合
計

5
2
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、“
他
事
業
所
の

こ
と
を
知
り
た
い
”、
“
意
思
を
く
み
取
る
支
援
が
必

 
 

 

要
な
方
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
迷
っ
て
い
る
”
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
第

1
部

で
3
事
業
所
か
ら
事
業
所
紹
介
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
所
間
の
連
携
促
進
の
た
め
に
参
加
事
業

所
を
す
べ
て
掲
載
し
た
事
業
所
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。
第

2
部
で
は
、「
相
手
の
気
持

ち
、
思
い
を
く
み
取
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
、
一
部
を
全
体
で
共
有

し
て
い
ま
す
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
意
見
交
換
の
場
で
は
、
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
共
感

し
て
も
ら
え
た
り
、
参
考
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に

1
回
と
て
も
勉
強
に
な
る
の
で

是
非
続
け
て
く
だ
さ
い
！
」
な
ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
の
内
容
は
、
今
年

5

月
頃
に
発
行
予
定
の
「
令
和
元
年
度
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域

 
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
活
動
報
告
書
」
に
掲
載
予
定
で
す
。

 

  重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援
Ｎ
Ｗ

 事
業
所
情
報
交
換
会

 開
催

 

１
月
２
２
日
（
水
）
に
、
二
宮
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ラ
デ
ィ
ア

ン
に
お
い
て
、
主
催
：
湘
南
西
部
保
健
福
祉
圏
域
障
害
者
差
別
解

消
支
援
地
域
協
議
会
、
共
催
：
二
宮
町
・
大
磯
町
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、

日
本
障
害
者
協
議
会
理
事

 佐
藤
久
夫
氏
の
基
調
講
演
、「
電
動
車

い
す
を
利
用
し
て
気
づ
い
た
こ
と
」
と
題
し
て
障
害
当
事
者
の
立

場
か
ら
鈴
木
恵
子
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。“
障
害
の
あ
る
人

が
可
能
な
限
り
外
に
出
て
、
社
会
の
中
で
人
と
出
会
う
こ
と
で
、

 

そ
れ
ま
で
あ
っ
た
壁
が
壁
で
は
な
く
な
る
”
と
い
う
ご
自
身
の
体
験
を
通
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
力
強

く
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

 

湘
南
西
部
保
健
福
祉
圏
域
障
害
者
差
別
解
消
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2

0
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第

1
回
会
議
は
、
令
和
元
年

9
月

6
日
（
金
）
に
、
平
塚
養
護

学
校
多
目
的
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に

N
W
委
員
か
ら
、
災
害

に
よ
る
停
電
へ
の
備
え
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
圏
域
内
市
町
行
政
に
よ
り
地
域
ご
と
の
非
常
用
設
備

の
設
置
状
況
等
を
簡
単
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

第
2
回
会
議
は
、
令
和

2
年

2
月

1
4
日
（
金
）
に
、
平
塚
養

護
学
校
多
目
的
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
当
日
は
、
事
業
所
で
積

極
的
に
停
電
対
策
の
情
報
収
集
や
行
政
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る

N
W
委
員
か
ら
の
提
供
資
料
に
基
づ
き
情
報
交
換
を
行
い
、
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と
い
っ
た
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
に
向
け
て
は
、
圏
域
内
市
町
間
の
連
携
（
停
電
の
起
き
て
い
な
い
市

町
で
、
停
電
し
た
地
域
の
電
源
を
必
要
と
す
る
人
を
受
け
入
れ
る
、
等
）
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
更
な
る
情

報
収
集
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

2
年

1
月
か
ら
重
症
心
身
障
害
児
者
、
医
療
的
ケ

ア
の
必
要
な
方
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
が
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
現
状
に
つ
い
て

も
情
報
交
換
し
、
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な
ど
の
状
況
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

 

現
時
点
（
令
和

2
年

3
月
）
で
は
、

1
月
分
利
用
料
の
請
求
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
請
求
書
を
見
て
利

用
料
が
増
え
た
こ
と
に
驚
い
た
ご
家
族
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
先
に
電
話
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
だ
に
圏
域
内
行
政
か
ら
本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
状
況
で
す
。
利
用
す
る

方
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
関
係
者
へ
も
正
確
な
情
報
の
伝
達
が
必
要
で
す
。

 

令
和
元
年
度

 
湘
南
西
部
圏
域
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援
Ｎ
Ｗ
会
議
に
つ
い
て

 

                                

 
令
和
２
年
３
月
４
日
（
水
）
に
予
定
し
て
い
た
標
記
協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
他
の
協
議
会
も
同
様
で
、
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
を
は
じ
め
、
圏
域
内
で
は

平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
、
二
宮
町
・
大
磯
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
、
湘
南
西
部
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
地
域
拠
点
事
業
所
配
置
事
業
（
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）
支
援
協
議
会
、
ま
た
そ
の
部
会
等
が
、
中

止
・
延
期
・
書
面
協
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
関
連
で
は
、

3
月

6
日

（
金
）
に
予
定
し
て
い
た
「
小
児
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
講
演
会
パ
ー
ト

6
」（
主
催
：
平
塚
保

健
福
祉
事
務
所
秦
野
セ
ン
タ
ー
、
共
催
：
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
）、
相
談
支
援
体
制
強
化
充
実
事
業
の

事
例
検
討
会
・
事
例
研
究
会
が
延
期
と
な
り
、
そ
の
他

3
月
中
の
会
議
す
べ
て
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
蔓
延
防
止
の
観
点
か
ら
人
と
の
接
触
や
移
動
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
で
、
事
業
種
別
や
地
域
性
に
も
よ

り
ま
す
が
、
障
害
福
祉
の
現
場
で
は
利
用
者
さ
ん
が
自
宅
か
ら
出
る
こ
と
を
控
え
て
一
日
の
利
用
者
数
が
減

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
学
校
の
休
校
に
よ
る
影
響
、
職
員
の
健
康
管
理
や
資
材
確
保
も
含
め
て
各

事
業
所
の
事
業
運
営
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方

と
そ
の
ご
家
族
に
つ
い
て
も
、
普
段
利
用
し
て
い
る
短
期
入
所
先
や
通
所
先
が
利
用
し
づ
ら
く
な
り
困
っ
て

い
る
方
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
で
は
、
吸
引
カ
テ
ー
テ

ル
の
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
綿
が
手
に
入
り
づ
ら
く
な
っ
た
と
嘆
く
方
も
い
ま
す
。
社
会
全
体
が
先
行
き

 

令
和
元
年

1
1
月

2
8
日
（
木
）
に
、
二
宮
町
・
大
磯
町
障
害
者

自
立
支
援
協
議
会
と
合
同
で
「

G
S

V
の
手
法
を
活
用
し
た
事
例

検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

1
8
時
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、

2
0
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
が
長
続

き
せ
ず
、
自
信
を
喪
失
し
て
い
る
発
達
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
経
験
を
通
じ
て
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
関
わ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
第

4
回
は
、
秦
野
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
、

令
和
元
年

1
2
月

2
4
日
（
火
）
に
開
催
し
終
了
し
て
い
ま
す
。

 

 

令
和
元
年
度
第

3
回
湘
南
西
部
圏
域
事
例
検
討
会

 

に
不
安
を
持
っ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
誰
も
が
足
元
を
固
め
る
こ
と
に
精

一
杯
で
、
新
た
に
生
ま
れ
た
ニ
ー
ズ
に
気
付
き
づ
ら
い
、
も
し
く
は
、
気
づ

い
て
い
て
も
事
業
所
単
独
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
市
町
行
政
、

協
議
会
を
中
心
に
し
た
様
々
な
人
・
事
業
所
の
つ
な
が
り
を
最
大
限
活
用

す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
て
発
信
し
、
乗
り
越
え
る
工
夫
を
共

有
し
あ
え
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
。
各
種
会
議
が
開
催
中
止
さ
れ
て
い
る

中
で
す
が
、
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
と
し
て
は
、
圏
域
内
市
町
、
事
業

所
の
方
々
と
の
積
極
的
な
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
役
割
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

令
和
元
年
度
第

3
回
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協
議
会

 
開
催
中

止
 

【
あ
と
が
き
】
2
か
月
前
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
が
こ
こ
ま
で
広
が
る
こ
と
は
誰
に
も
予
想
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
に
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
な
ん
と
か
乗
り
越
え
た
い
で
す
。
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